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条統

計日
統び

丁

幌庁成にに

課時札道平
同同 市別
央９７。。

中館年じじ

区階月

北
条用

３共日

７議）

西会月

月品所条

二に西

十つ７

八い丁

日

な
速

迅
、

て目

金

フ
ア

曜

金が

な 丁条下た数

ー
タ

い 目件
の違費にる

者に消額あ

たし等該き し反税当と

札入と額、 入た」金は
の 、札いのそ

財はう

端
金 の 規無）数 分 務、。

則効の

に書

以単札込

と取に額

）限を

下価
）す 務制。出 財のる提

」範たこ 則のしる 規限
で落 い内を。 と囲者と

目

てと ）っ者 。あ札 う

前

丁室午

目

時
分

日

と
こ
な
能
可

が
ス

ビ
ー

サ

す扱相を 第

。

るい当切

２
各る捨

。すり 条
庁時所件

支
島日場案

渡

最す 第
低る

会１

第価
の。 条

催成狩日場案

開平石

の

支 ）
廃月
、６
は年庁時所件

ノ催 北

鳥８すな 海

獣第る 道

保４。
お

告

護項

、 こ詳

示

区に

平 の細

第

のお

成 入は
札、

設い の入

約名所

者員る契

イアイ

関

札あ一とに

落でのこ

とかにす在 者る部。

て事
で 額の 者 金分 業 た

島設び

一平函渡道及

）

市合大森

部成館

）

７原庁鳥の

年美同沼町

丁４保部

月４舎獣一
区

日目階護）

６

特
別 号 火番
会 ）

千千道

室 後護 議 午号保

平 止

市市支

す日成歳歳設

る

別

７雲所紋

。年東役笏

２地岳

月町
目１獣

日丁下鳥
階保 火

２特

午地・区

）番１護

年

前

定て 号

つ用

月 行説に準

６ 執札

てる

日 、書いす

７ は明

鳥法

海 開よ、同

北 公に

保１

告 る。獣第

道 する

及ノ

第 護条

示 。

狩５

事称地

なを免る

猟第号

出業を

たし事務

っ申税

便話

はる者担北郵電

者

いす道番番

、こが当海
合

札。るる総号号

落と
決たと組

定だき織企

後しはの画－－

速、、名部

－ や落共称統

あ
す
免 っ当

か も相
る をに

価額
業 札金

事 落る
税 て

る す札 あ と入 で 格を
者

地 問 で記 を のに か る書

の

時区

２

て
い

つ

らに

か定

分指

号別

七
域

区

区

ら室地

か議護

時会保
い

知つ

道に

海定

北指
の

堀

て

事

ニ６

区

スの成

関項平

ル規
基設

律に道

法定度
護

７、保

正き獣

大づ鳥

お定

律と設

法のを

年次

か札同及計

第

に者企び課札

費共体在市

消が業所幌

企費央線 税同消地中内

等
の業税区

課体等北－

税の免３

業７

業合事西

事場税条

あっ届目

であ者丁

者で

こ 、 札る ず 入す わ 、載
っ すも 加。 積 参と 見 に
た
る

二

１
者

〇

月
は

〇

、
町

飯

税り
費た
消当

、

の

也市
歳

達千
域

町
部

鹿

り等
公

第会る

）聴係

号公に 、書

るて出

条開聴

８を 事構出

税の提

免そを

か

金
係約

に契
等の

業成す 税の
課額
る



８

場案勝日場

十

平 支

成 所件庁時所

十
四
年 河上道平上

六 東士設成川

北 海

６７

支支

高日場案勝日

日十

沙コ道平

庁時所件庁時

成流ミ設成

平

道 公 報

５
庁時所件

支
高日場案

日
成流ミ設町

平沙コ道高

第

４
時所件

支

案振日場案

胆

別設

道部平勇穂道

件庁

設）成払

号

３

函渡

庁時所

支
島日場

渡
成館島

平

月 郡 郡幌糠

二 上町平年新

十 士山鳥７得

八 幌村獣月町

日 ３ 町開保

士セ区南

上発護日条

東タ別）丁

幌ン特火４

金

線第護前

３ー保午目

曜 ３地
研区時

郡シ振

７高ッ鳥７

年日ョ内年

月町プ獣月

サ保
ン護日

ポ区 番 日
地

保午

）ケ別）

水ッ特火

午

区時

１の地２

後道護後

郡シホの

時駅

７高ッカ部

年日ョロ一

サシ

月町プウ）

ンャ

地ポッ 番 日
午獣

）ケ鳥

水ップ

穂

時駅区

３の護

後道保

郡町 函
山７別場鳥

館年穂役別

字民保

鳥月町町獣

獣
護別ン区

保日穂セ護

特）番ー別

区月２タ特
地 保後２護 別午地第保

市合
地時議区 護１会

４

月４舎

７原庁

年美同
丁
日目階
６
号 火番
会 ）

時
１室 後議 午号

日

い
つ

に
定

室指ら

修のか

て

樹のか

町
平
糠

域
区

らーに

かロ定

分海指ら

）
高て
日い

ドつ
町
室取
議平
会
階域
２区

ー護
ロ保

ら海別

か樹特
２定
）指
高の
日区
ド地

室の

室て
議い
会つ
階に

定らに 指か定 の分指 区
い

て つ

い に

つ
域
区 て

町 函

別
穂 域

区

映同同

）
部
一
の

ら
か

分

興発デ作

の別画

行
興種

の

）
部
一
の

情リ家

北

北興 海

海行平 道

道を成 告 案

青有 示

少害年 第

年興６

件

保行月

日
域
区

時所

支

日場案勝日場

十

部 の

一 市

の 館

時所件庁

一）

９

庁

支支

勝日場案勝

十十

庁時所件

と

行母ル妻

義ヘと

件
案

い肌愛

の子絹の

息そ
嬢

名い
お
る

題りう
じの人

護と 号 豊道及
湧広成て

頃設び育し日

沼郡例定

エ洞尾条指

町
ム鳥大す

ル
２保町和。

館獣樹昭る

階護の
）海

議特部北

会区一年

平足陸道平中

保道

室別

郡

成寄別設成川

郡町鹿
場鳥月頃

年陸役山年豊
月茂

７町大獣７町

月別
１議護１岩

月東会保

３特町

日条室区日本

月丁別月

部

地 午護午番 ）目保）

町
設 成川別）

平中本道

郡義

町２
山 月別場

経 年本役
２会
獣 月北階

鳥 ７

保
区 目室

護 日丁議

部

新道一

保 午別 ）特 月

ウ
民ラ

公ム
町ト）

得設
区
護

保
室獣

修鳥
研シ
館

日東 作ー

制配新オ新

特

映映 会 社ー 本宝 会ピ 給

北
は社像画画

又映

海

二 道指の囲全

〇 知定範部

一 事

条

著長刺健

堀指助をの

区第

地例

護
の

い条

つ４

に第

定）

指号
１

て第

区２

後地後

規

域の

区項

ら定ら

か指か

時の時

３

て
い
つ

に

護 前

陸
域

区

地
い

つ
に

定
指 らの か区 時

て

定
指

の
区
地
護

保
別

域
区

て
い

つ
に

く、しな

しし激全 定

区

暴的青成

達粗性、育 の

を情年害

也性感少を

理

、

豊り

郡よ

川に

中定

由

本

）
部

一
の
町
別

町次

頃

の
町

得
新

域

一
の

町
別



北第北第北第
海 海 海

炭肥炭肥

道号道号道号

カカ

酸料酸料酸料

炭肥
カ

北 海

登

２
請た 定号

申特代主番
録

者 あ利肥 事 営 のる 表 非
動 っ料 活務

道 公 報

１
非 請た款 定

申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

第

款ワ役に準 北

特のー員係用 海

定変カにるす平 道

非更ー関事る成 告

営ズす業同 示

利えにるの法年 第

活べあ変変第６
月 動つっ更更

促楽て、及条 号

進友は会び第日

号

平
成
十
四
年
六

ム

ウウウ

シシシ

ルルル
ル

ムム
ル ル

シ シ シ

土ム 土土
ウウ苦ウ 苦苦

酸酸
肥肥炭肥 炭炭

ムム

たの所

カカカ

料料酸料

月の氏所種 年人の 法の

山北

肥

日称名地

名類 在

の

発成海田海料 興平北
道道 展

６育子幌名 に年子智札

たの所さ

与月て市称

寄

月の氏所た 年人のれ 法

江に

日称名地的

名在目

べ井海こ別必

平え堀北

つ道の市要

成

人の事

年楽常江法内な

月協市は文業

６友彰別

定に議項

法協特議会２

会
営す関規

平に非関にの

っ利るす定

成あ
動更変よ

年て活変るに
）公

律特に、更り

法は
７非る神の告

第定係精
業害証る

号営事障認す

第活の者の。

）利

月
二
十
八
日

金

曜

ル溶ル溶

アくアくアく
リ苦

カ性カ性カ性

ル溶
分土分土分土

リ苦リ苦
の定の定

そ公そ公そ公

支白

の定

す

本証

こワ区保

る日援石

目ー４分

をカ通成

とー

と目

的ズ丁量

。番

る８）

す南％

施行

３会野、化を

号そ

市を、

町別設い

日幌江

海地及点っ

北番民拠も

知１周し地

道のびとて

域楽会

地音社

事辺て域

々の術

人化芸

の文の

堀

動変を申

第係及援が

条に更支請

項事社るっ

３るびすあ

規の資にの

の業員会た

に更のっ、

定変格あで

り北喪は条

よ、得て同

次道関定５

、海に特第

の子す非項

日

他規

そら
おめ
る認
すと

の格の格の格

他規他規
限と限と

制の制の制の
項り

事お事お事お

限と
平
名太

ははは

項り項り

期格
規

の
他

の

メ
セ
洋

北

肥間 海

を平 道料
更成 告取
新 示締
し年 第

た６生

法
。月

し向の

対及化

達に普文

、上振

也

お

と育る営に

記
に

款
定

て

り支更活い

おて変利
３

定援、動

る 表 非 請た 定
申特代主

あた
がる
れれ

利事 営 の

るめ

社
会
式
株
ト
ン

記
に

款
定

昭

代
千
都

京
住東

称

号和

日

産 第
律

法
年

）
号

第

者行こ

的
目

た
れ

さ
載

条

当住を、いと

イで同動

のーた居行関、を

こゼ

者 あ

法シり運う係共目

人の 法 たの所 動 っ活務

称名地

名在 月の氏所 年

谷海

きとと平精礒北

日
障道

生をす成神

き目る

れ
さ

載

と的。年害敏札

す育

こ消子
解の

的
目

た

３
田

神
西

区
田

法るて

の

２業 第

所号
１

番
８

目
丁

者 り

海 よ

北 に
定

規
の

項
の

事 次

知 、

道

ョ前営と機に的

料

堀 肥

す

はンに事と関連と

人

対・る

、の暮業もに携

地、す協。

精精ら、に

障を、域精る力

神神し

障談精

害基社生神相し

に的支害・神

者本会活

問害

家捉自援者訪障

、

が業家・者

族え立事、

祉

対精出な族助福

に、

６者雄幌
し神来ど、言

支西

豊し月を市

心と
か、

軒

暮域す八

に地日援区

るュ条

せミ会８

らコる

目

なィ丁

うテ５

よニ東

た支
社生番

域再４

地の

子環業

、の事

はめ援

人

て

中くし

てづ通

育境を

のり

二親、、

〇がネす

二

子

るワの

えトて

抱ッべ

成
平

不ー

有

効 の

達有 録

録 登

登 の 障るのさ・の

効限

也期

助上

、害よ生ら援向

て

に支は事を

ノ者う活に

る

マ地、援支業図

ーが
ラ域共活援を

会を
の

るも
くす

つざ
をめ号

閉くと

やづも

安クど
こ をど生

感なが

塞り親



者開体性

た費品をの活

水関平 産係志み発質化成 加者向なし強を十 工のにと、化図四 業連沿ま地及る年 者携っち域びた六

北 海

１ 同

又のみ業 産補務そ事 水

事的と 務金は目な 林助

は 管ち 所を業又ま 部等

留分水 交の

道 公 報

の 北

土定認平 海

款平成 道可 地
の成 告改年 変 示良

月 更年 第法
を６日

認月 昭
可 号和
し日土浦

第

別任任

退
就の就同退同

退成

就平同同同

任
任
年

号

次 北

土の 海

地と平 道

改お成 告

良り 示

法役年 第

員６

昭の月

和就 号

任日をにたブ水地め月 中よ地ラ産域、二 心り域ン加全予十 と、特ド工体算八 し消産）業のの日

産、を

区を協同水合等

う組合加漁構

域行同組

わ水合、工業成

に

金

協同と

た産、市業協員

り加漁町曜

組合る

事工業村同組す

旨 辺産 付名趣

業業協、

土の工 る及 蘂そ加 す称

２ 良
改）興 地４事び振

対の

助村上
町以 区補市

の 者村

象町
市

律土 改

法。町 地 年た河
改
良 第地
区良

第
）

名区 号
２

第
条

月
日

事

事事
理監別監同同同

辺原辺

氏大渡大渡

・の

行勝行勝

原

の
第任

律退
法び

年及
届

あ 第が ）出 号
っ
。 第た 条
項日

同め合

地体場興協認場

み又業組るに

域が合事

体け

議なはを合団お

協

町う域にる

会と市行地

該

のち村水協対当

そま

加会当事

他水が産議し

事加な工そ該業

知産み

他業は

が工と業の事又

う
行

適振ま協

工 市

助加 の
産 上

水 以 補

域
組 区
同 の

対協 村
業 町

に
定

規
の

項

わ
、 に
合 象

の

事 次

知 、

道 り

海 よ

北

名雄美雄美

土
り

お

堀 と

留

海郡

北呂

住常同同同

字字字字

町

事蘂

知辺

道

昭旭昭旭

堀

栄 栄

蘂
辺
留
、
り
よ

に
定

規
の

当興ち同知費当

改
地
土

が補補

と事水組事を該

を加、適助助

認業産合

る対

る行工漁当すの

め

り
業 た 経

漁
団う振業と

２
、
を合
組 業 費同 事

協

地

等内
以 率

１

助の
分 補

を

区

也 良
改

達

北

北次 海

海の平

種平

道 畜道と成 告 証北

がお 示 海

平り年 第

成定６

明道
書め月

番

第

番
３３ 也地地

番地番地 達

法

所

北

農律 海

林第平 道

成

平

水 告 成

産 示号 大年 第

臣６ ） 年

第 ６

か月

山の

、
ら
か
区
良

月

北

土別施 海

土行 道

地を

地
告

改認

改
示

良可

良
第

区し

法
がた

共共共村除別

あ。指

通通通申でくに

者る）示

第第第請
様市合る

号号号が場す

別式

式式式町を様

様様
示

第第指

通通に

共共

通通

交付類共共
号号す

申べ第第

付す
請き２

式式

に係様様

書関号号

す通通

実付類共共

添書
報べ第第

績
告き２

書関号号

番年る 号

名和い
お
に

号号度。日

付
交
を

前波等
金
助
補

て

８

種黒

ら 号条
の と項 の１ 次第 日、日

る 証よ 畜に 種定 り規 お

昭

が の報 書通 明

新。 号

た
和

地
第土

律う
法行

年に
改
）
良 号
北 第
明

出
提

式式様

様様る

里 条

先

二 す支〇 る庁三

提

添書式式

に係様様
日

部及部期

交出限出出
提

別

請、提

申数び数限

付

指

の出先副に

書提出正

事 和る 毛す

部示

提期２

海

飼別事北

は
又

類種務

事

補知 者町、道 養海業
経 氏象堀 所代対

住深助

っ。 あた がっ 納あ 返

光

道家道

海、海

北旨北

た

堀増堀

良

事改事

知畜知

規
規 の
小 項

区 １
地 第

殖

、
良 り

改 よ
地 に

土 定
模

業 成
農 平
用

補達

、

名治費

要
摘

用 年

法

要亡等
率也

摘死助

也

和

達昭達

也

水 月
排 ６

年

）
初業

事 、
） 日



４
木進間バ進で

促質促内
る助域

質事伐イす補地

イやマたすに

バ業材オ
資、。け

オ林スめるお

マ地

北 海

等
大

拡
路

販

道 公 報

推内施

対本を囲

急興範
す補整

事の進で設

策道
たたす事

いる助備

業し

第

い

外自図補し

をで

２３
け

魚環たすた

来然る助

産

害や、。生

被境める

緊生予

号

囲
範

平内 成で 十補 四助 年す 六

資材の算基

ス残源予る

活の用範調

源等利の礎

業
事

村
町

市

用木を囲査

産、。

けめる業

村
町

市

体

村
町

市

振の
の算

業予 の範強

対系の制

急態算

市
業全内緊

事保囲化

策

体
団

る
め

認
と村

当町

適

る 月。 二
十
八
日

及 議
会）
協 議。

協域う

金

下知 」
以び 会

曜事 と

地
う
行
が
村

町
市

地いが

業は合体にな

け
お
に
域

にけ事

に市市、等おる

村村業対る業

要町町農

該要

るがが協し当に

す

路組当事す

経販販同、
又経

拡拡合該業る

費路
等等林業は費

大大、事

業業者を該

事事業費当

該

市町業対当

市農にる
業

村が同当事

町村協し
は

施設合事又

が施組該
該

整備林費当

設整、業
助

事業者補補

備事業を

の

を行組すの

業をの助

行す
が要
村に

町施
市実

害
被
魚
来費
外経
うる

日

る
す
要
に
業
事

る
な

と
象

分
２

・
査
調
礎
基
る

費
経

助

ををの補補

内
以
１
の

対

うう織すの

行行組助
と

合林る場象

場森する

内
以
１
の
分
２

又組団合

う森す場象

行う織る対

合組団にな

場林る合と

は、等け事

又合体おる

策
対
急
緊

内
以
１
の
分
２

通
共

内
以
１
の
分
２

業
事

号
２

第
通

共
式

様
号
２
第

通に

別式共共共共別式

指第第第第指

に通通通

示 示２
様様様る

す号号号号す

共共

様式式式式様

る様
第第第第

通通通通

共共
２

施

共共水水実

号号号号

計

第第第第設

通通林林
式

様様様様

号号号号書

通林林

共共水水

式式式

第第第第

通

共共共共別式

号号号号

第第第第指

通通通通に
示 ２
様様様様る

号号号号す

共共共別式

式式式式様
示

第第第指

通通通に

２

部
出
提

式
様

式

号号号す

式式式

様様様様

部
１

数 先

部期出 出出
提提提

式
部にる庁

１別す支

数限

式式式

様様様様

示
指日

先

部期出 出出
提提提

式
部にる庁

１別す支

数限

式式様

様様様る

示
指日

先

部期出 出出
提提提

式

漁課

正別す水部理

数限

管

２指日林業

副にる産

部示務

二
〇
四

類を出

書長提。

庁てと

支しこ

、由る

は経す



平
成
十
四
年
六

北 海

業

振びめるア

を及たす

し林予林公

興森、。森

も源の境森

、資算環的

っの範保林

道 公 報

図補造本

業りをで

５６

る期適る助林道

ふ長、

る業お

さ施正たす事に

森受森、。け

と業なめ

林託林予る

第

イ設
バ施

質及
木普

用業

オ・

号

業
事

討
検

・

月
二
十
八
日

の定 民にの関
る法定
さ 間よ整す年規

金公等法律にれ

資る備

金

づ事

等共の律第基た

の施促曜 き業

等に成選者 号 活設進平

保内整備

て確囲全整

用

図補事進

土をで備推

国

業

市森林

全る助業事

保

村整
町林

算民

社
公

人）
法林

備造

範林

備推業の有

整の施
内業

進に実囲林

促進の

備
マ設

合
組

林
森

事よ施

村
町

市
利事

源入
資導

ス

日

に林に

）
育育機特

づ備げ

基整掲

選進も成成能定

き推る

層進伐

定事の単複増間
業

れに林林保事

さ業層

し備備事費

た要整整育

経業業費

業た事事業

事
整

町及の

市社等
公設

者

資の

森間等

、民備

村び
法のに

備等進

整金促

林

に
森業

事

、用す

人活関

費
行経
がる
合す
組要

林

木導る合と

と
さ
る
ふ
う

おる

市設質入団にな

施
イ業等け事

町・バ事体

に

が備オをにる業

村設

うし該要

木導マ行対当

バを資木当事す

質入ス

事又経

イ行源材該業る

場用連業は費

オう利関

事
討

検

ス合普業費当

マ

費費費

費
経
る
す
要
に
業

次
的、
公ち
うう
行の
が

る律

業よ法

林にる
森 ）施定

林共規

造公の

２
進
促
備
整
林
森

５
の
分

又及者を該

内
以
１
の
分

の助助

源は施等補補

資

対

用町・組すの

利市設
が備す場象

普村設織る

水別式

内
以
１
の
分
２

及

に林に

共共共共共別式

第第指第指

通通通通通

示

第第第

示 ２

様る

号号号号号す号す

式様式様

様様様様様る

通通通

共共共

式式式式

第第第

２

共共水水実別式

号号号

第設指

通通林林施に

式

計示

第第第
様様様る

号号号号書す

共共水水

式式式式様

様
第第第第

通通林林

通に

共共共別

号号号号

示

第第第指

通通
式様

様様様る

号号号す

第第

通通通

共共共

式式
第
号号号

二
〇
五

様様

日
る庁

す支
先

出
提

出

提提提提提

式式式

様

数限

部期部期 出 出出出
に

１別す支１別

数限先

示示

指日指

部にる庁部

提提

式式式式

様様様様
支

数限先

部期出 出出
提

示
指日

部にる庁

１別す

出 出
提提

式式式

様様様
日
にる庁

別す支

限先

期

。
報い

績な
実し

要

示
指

、
は
告



間
空

林
森

業
ウ

北 海 道 公 報 第

益
公

域
流業

事
イ

号

平
成
十
四
年
六

町

市に結市
事

備
整

合
総

とる森

村すた村

町関し
者

整を有

林定所

森協林

森和号に者う森定
備締

林）以。林を の 規

け 団 定 年 法第下）施受
業 政 施す

者 る」 令 行条森計た 体

７所の 団と 第 令第林画

号体有い認

をててがか財はいう
昭

造主い、そ、産一る。

林たる地の又の部も以

をる法方社は全をの下

行目人公員そ部拠。同

う的で共での若出）じ

ことあ団あ基ししを。

としっ体る本くてい）

森び法条立

備
整

林
全

保
市森生

れ

町林産林森民律のさ
定た

村組森整林法第規

合林備整

）よ益

組法備明号に公

第り法

合人法治

等人

設人 及年

月
二
十
八
日

う
村に

町の
市も

金

林る
有限

曜

要

行）
で。

体生

村経全共

町た
市し

うう画整

行の計林

が費
事業

林、査事

森ち調備

総掲費

間に業費

空次

設

間育施

定期帯

特長付
整備

業環整

事循等

伐成
事業
備事

費

林施森有し

計整が経

市整業林者た

法画備行費育育機

町備
、人のにうの成成能

村

進

森等認関流う単複増
林保

林、定す域ち層層
整整育

組森をる公、林
に備備事

合林受協益次
全掲事事業

、所け定保
締林げ業業費

生有たを

産者者

日

循等
成設
育施
期帯
長付

合げ

事業
備事
整備
環整

上

に
業
事の
備も
整る

場
費４外

経の以

の合分記

費

費
業費

る費

係経

にの

し備も

森の及結整る費

業

組体市た事の

林団び

要

、森村林に

合、町森

森林と所

費
業費

４
の
分

二
〇
六



平
成
十
四
年
六

北 海

林
森

定
特

カ

道 公 報

環
循

域
流業

事
オ

第

整
森

の
絆

エ

号

月
二
十
八
日

整所

産林林林

生森森森

林合備有

森組

金

合合人の

組連法者

曜

市森森

業
事

成
造

体

会団

町関し町林林

定市に結

有合

受村すた村所組

を

所

た森協林者

けとる森

資

備締者

整を有

者林定

市森生森森森

備
整

林
源

森整所施

町林産林林林

法者計

合林備有業

村組

体認

等団の

合人の画

組

森生森森森森定

業
事

備
林林産林林林林を

市森
村所組森組整所施受

町

計た

有合林合備有業け

合人の画者

者組連法者
体認

会団の

合

日

造る
業育育特特付

事の
成も

複林林施

に成成定定帯
改等

し層層地地設

要単

経整整良良整

た林林改
事業業事

費備備事作備

森人
う業業費路業

の事

市林及

機特長付村合森

町組び

成能定期帯、、林

育育
単複増間育施森森所

成

者

層層進伐成設林林有
合の

林林保事循等所組
者連団

整整育業環整有

事、合体

備備事費整備

費事業森会が

事事業備

整が経

林業林者た
業業

市整計
のにうの

町備画備行費

人認関流う

付林用村法
森、定す域ち

帯内地、

取林森をる循、

施歩等
等得組林受協環次

設道
備整事合所け定資に

整

げ

事備業、有たを源掲
整る

業事費生者者締林

認関絆に

費業産の及結

森人

る森げ

市林、定すの掲

受協整る全共

町組森を
所け定備も体生

村合林
森有たを事の計林

、、

備

林林者者締業画整

森

要査事

所組の及結に調

市たし事業

有合団びし

合、町森た業費

者連体

森会森村林経費

、

取

施歩等

帯内地

付林用
備業

備整事

整等得

設道

費費事費

費業
業事費

事

げ
掲
に
次費

、業

ち

上に 係
場の以るの

る分記係分

行

費
経
の合

合７外場４

費組森う

費費業費林、
林

生備森

、整定

合林特
及係

産法
、びる

に

に業費

び事経

並のの
に

た事の

費森団びし備も

林に

組、町森業

林体市
有し

、林と所要

合森村

森施森

の

林、林と所費

４
の
分

林業林者う

組森施森有
備行、

、整計整がち

合
産法のにう次

生備画
上に 場
の以るの

の合分記係分

経

にの合

費４外場７

経

費

る費

係

に
合
場７
るの
係分

二
〇
七



経予

合林、。

の森める

生合範

なのの

的営算

理
産理囲

北 海

事 北

平業 海

、林 道

補道

成
告林民 助事 示

対業道有 年
第

象の事林 北

業の 海
経項開 道
費を 号

、次発 告

道 公 報

び境めす

ニ育及環た助

テ森的

予。

フィ林な農の、る

用村全算

ォ総の利山保

ス整健のの・の

レ合保

第

環
住

居
林

森

号

キ 平業 成被 十害 四地 年等 六

助

進図補

促をで

を化内 第補の及 示

、たす

しる

助よび
林 率う

の改物 等に 号産

が
）。 道
定る 海
決め 北

部 成
一 平
の

を

囲

ト備・増良創範

次 年

、なを内

・事文進好出

ミ）・都生図で

コ業化
森生森森

ュ教市活る補

組森整所

林林産林林

森
者組法者

有合林備有

所
業

事
備

整
境

体
団

合人の

林町

う森森生森森森市

組整所村

も林林産林林

有合林合備有

の所組森
合人の

限者組連法者

に

森

）体

。会団

る合

月林 二整 十備 八事 日

林
村造

町定
市協

金

林し
森と

曜

う お
よ に

の 度 備行
整て

る 金
す 助
正 補
改 て

に い

人ト経

る
す

付
交

を
。 等

森

林付

組はコの

林又・費
住側内帯

合森ミう居路

ニ、地樹歩施

、林ュち

林有テ次周林道設

森所

整備

組者ィに辺帯等整

林備備事

合の総掲森整

整る整事事業

連団合げ

会が備も備業業費

合体

市

生備地次

村

森人森掲町

産法等に

帯、

林及林げ育育機付
増施森

組び整る成成能
層進設林

合森備も単複
林林保等所

、林事の層

有に整整育整有

森所業

、

組者要備備事備者

林

費業森

合のす事事業事

連団る業業

日

る
村限

町に
市の

も
協林
備森
整、
林）
森。

成
平

は
又

務
事

造有
定所

、行事の事費費

月
６
年

ォ要

林フに費

森う業業

費費林
法スた

備レし

整

の合

会が費組

合体経費

林被ち生

森うう、

、行
整害、産

林
し森
と、
林者

４
の
分

、
う合
行組
て

か様水維は別式

４
の
分

第管の指

ら式林持そに

理案示

共ま
通で
様程る

第号規す

林ら式

水か様

号式又様

林で

第水ま

号第

共共
第第
通通 日

通通
共共

式式
様様

号号
第第
号号
様

日
る庁

す支
先

出
提

式号

部期
出出

提提
式式

様様
部に 知１別 道

海数限 北
堀示

指 事

二
〇
八

也
達



平 農成 免林十 林道四 道舗年 整装六

北 海 道 公 報 第 号

備事

保
境

環
林

森

月 事業二 業）十
八
日

合
村組

町林
市森

金

曜

組
町林

市森
業

事
備

整
全

合
村

日

備う

市事ち

森村次幹そ

町業、
道掲林他

林又林に線の
の道

理森舗げ道林

管は
組事も舗の

道林装る

が）費装

そ合業の装舗

２

他行に費

の

町整げ森

森市全掲
保に

又事も管

管村備る林

林
改森に道

道は業の理

理
良林要

経）

業合る線

事組す幹

整す

森市全要
保に

１

が

理又事経

管村備る

林町
設林う

開森の

道は業費

う要

が林

業合森

事組ち

良林経

改免る

の農す

）

整の

費道費

ののの

分分分

改

行費の

内 内内以

以以

環、
林ち費

森う良

うの

らあ分

境次

平のの 分っ
て 成継
続以 の

は 年路内

度線） 以、

内かに

公興法よ市お行て
内
は 示法律る町いう以
、 又第指村て事

定の市業） は昭
山和号に区町に

）係域村あ分 村

促第
振年にるにがっの

は以森伐

過進平 、内林）

）管疎特成号 分
の） 理地別
域措年に 分

内自置法よ の以 道
間立法律る

環開
林の
森道
う理
行管

う

境設

森

森場

理組に の 管林合 分 林

合あ
行て 内がっ

以 道

二
〇
九



北 海 道 公 報 第 号

ニ 平森テ 成林フィ 十居ォ総 四住レ合 年環ス整 六境ト備 月整・事 二備コ業 十事ミ） 八業ュ 日

合
村組

町林
市森

金

曜

日

事備

町備整

市整合
境総

は業

又業事

村

す

組レ要

林ォに

森フ）

以が

行・経

がトる

合ス

事、内行

市合以林備は

施業う

町内業

村

設に森場 が

に の の
行用あ林合 分 分

合あ

う地っ組

整て 場

森備 にるに業町に

林事

が利業 分 あ よ市おで村
っ行用に っの る町いあ

指村て

施あ て
事は設っ 以 定の行てう
市業、整て 内 に区う、

市合以自置又

） 係域事

森事
林業町内立法は

促に山 分基で村

過進よ村 の幹あが

道っ行疎特る振 分

内改てう地別公興 の 以

域措示法 良、場

合以自置又にるに業
）

いあ

内立法はよ市おに

促に山る町

過進よ村指村てっ

の
疎特る振定の行て 分

事、

地別公興に区うは

域措示法係域

テ
居ニ
林ュ
森ミ
うコ費

村

林業町

森事市

環ィ
住

てう

道っ行

理あが

管で

、

設、場

開

二
一
〇



林林っ産の算

も生者予

平 業業て性所の成 構の林の得範十 造構業向の囲四 改造総上増内年 善改生及大で六

北 海

整林造 盤業構 イウ業
林

対 活事周善 村備道改 山

策 性業辺

道 公 報

道

林林

模営

規経

小
業ア

業

第 号

対善産びを補月 策をの林図助二 事促増業るす十 業進大従たる八 し、事め。日 、、

金

曜

備の 規整業 小境事 化環

の 市市森次
を 基事項 模

に 合う 村村組よ 町町林

事
備

整
域業

地事

る
め

改

合
村組

町林
市森

日

市設市ー事

施ェ良

。

村整村ョに

町の町シ業

は施す

営が備又ン要

経

経

道規行森設る

林小を
な場組ア費

の模う林に

活にがセ

良生合合ク

改

業

環要行ス

費

又る営

村す経

町要
市に

開

林のの

森費道

は経林

行次
が、費

合ち設

組う

林林

やる森る

境すうす
改

休クの

健費レ道

保経
１１

のの

分分

２２

養リ

営げ
経揚
うに

内内

以以

２
事の
道も
林る

あが

分

、１ の う ての 分 行 っ

以 場

町い

） 村内 町内 合以

市

促に山る 村

過進よ村指村て

行疎特る振定の行 分 が
う地別公興に区う の
場域措示法係域事
で

合自置又にるに業 以

の上で

内立法はよ市お

記あ

っ
て

の、

、内外て

は以以っ

）
事市

共共地立事業造

分業町

の木革

通通域林業・改

業構１材事

第第林業
び業の

号号経造及産業

式確善林構１

様様営改

・改

共共地立事業造

式

林業の木革

通通域林業

業構１材事

第第

び業の

号号経造及産業

式確善林構１

様様営改
先

部期出 出出
提提提

式
数限

二 １別す支一 部にる庁一

示
指日



北 海

業
事

善
改

造
構

道 公 報

経
業

林
域

地

第 号

平
成
十
四
年
六

村
町

市
業

林
立

確
営 月

二
十
八
日

金

曜

合象に善

織るめ場対次

人もにと掲地事

す法る

費

団、のおなげ域業

る

事も業

体農にけるる林

組し当業の経

、事対る
事要集

方合当該に営

地

化

共人事業す約

公法該

森組組の

２

団そ業又る

善業林合合組

構費改林

改町事経組、、織

造市

林る

善村業営合農森す

合協所団

事がを確連業

う林会同有体

業地行立

施林場業、組者、

実域

協材

の業合構森合の木

組合業関

指経又造林連

行
が
村

町
市

１
導営は改 業
林
域
地
う

日

を当費林

体の費は経型

う構

が知補該の業

等他
資がす助ち造

出事助補
上に分記

す定るの、改

記あの２

２林っの
て の道

て以１

は 経事以っ１－

の費のは内の

、 費業外

うに事、事

会体連
ちあ分業２別業

事、、、業

等確市善合

林村業生農林者

に立町

の

す業がを産業業等

要

同等組

る構地行森協者

基及除て以

経造域う林

場２２

、

合分の盤び林くは内

の経整機業。

１費備械機）
類あの

以の事施械に分

ち費費をっ６

内う業設

費
経
の
１

業
林
立
確
営
経

水水実市則

、、

る
係
に

村除

設村

申でく林林施町等

計の

請あ。第第

者る）
合様様助

が場号号書補

第
林

水
町を式式規

市

水地立事業造の合共
号

費第

林域林業・改経通

第林業の木革

業構２材事に
る様

号経造及産業係号

構２場式

様営改び業の

事業造の合水

式確善林

域林業・改経林

水地立

第林業の木革費第

林
業構２材事に

合共
号経造及産業係号

様

係号

に２

費第

経通

の
費第

経通

の合共

場式

る

業のる様
式

様

係号

に２

善林構２場式

様営改び

場式

る様
式確

二
一
二



別

１２ 記

山う各

別
２

森村ち効号

記
－ ２

平 林広、率に １ を

成 次空場需化掲

十 の間施要施げ

四 よ活設拡設る

年 う用、大整事

六 に施集促備業

北 海 道 公 報 第

材
木

・
業業

林事
革

号

月 改設落進事主

二 め整防用業体

十 る備災機の及

八 。事施械うび

日

の及あ、業

業設にち事

ち簡て率容

うびっ効内

、易は化の

金

業分

簡給、作区

易排

曜

排施の地応

給水分基に

主事る施施町に
る

以体事務市主し村限
異。

下」業所町体よが

と実等村がう
る

事い施のと事とな）

をる場

業う主所事業す

す実実市合

実。体在業

及等

改
造

構
業

産

施）の

木組

町林のびの

市森等
す関す

合織材織

村組組

体

業団業団

林る連る

、
者体者日

施並以備当

水設４整じ
号

、にび各

設び内及該

材生定

活伐業に

生間林
率

施要施る

境需産め

環

っ

備施あ

整大に

設拡設

業整て

事設

木市

助補うアイ

補該の
、業材町林木

す助ち林

場対次経産村業材

るの

営業

合象に営業推経産

造事構構

にと掲構構進

る対改業造造

おなげ造

る事も策革費対改

ける

者が知
当業の事事策革

等出事

市・は業生農林
の資が

町木市を産業業
組す定

村材町行森協者
織るめ

が産村う林同等
す法る

異業が森組組の
る人も

な構林林合合組
団、の

る造業組、、織
体農に

場改・合農森す
、事対

合革木連業林る
地組し

に事材合協所団

業

１２

限業産会同有体

革主
町の施

アイ市事市体実

地資村実村事主

市町業

が

村域源が施又務体

町

事等事

推林循行のは所

林導業の業

進業環う指

営用業等実所を

事経利

施

費集推・に施在実

業
約進木要主す

伐

源費資間

資業
事アイ

利型

利環進

環循促

循源

の備は

型進

進推

推用

用

３
、のの

ち業次

う事、
に

町記

市上率っ市上

効あ

村以施は村以

町記化て

業業型型

以外設、以外

又る
業す
事要費費

該に
に分事に該げ

当費
は経

っ業率

あの別業あ事る

以２係てご）

っ１記に
経、に

は内－るはと

て

方合当
２の費当掲

、２

公法該

るを業、組者、
共人事

。行構森合の木
団そ業

）う造林連協材
体の費

が場改組合業関
等他を

林合革合会体連
っの上

業又事、、、業
２林 及除て

記 はて び林く以の道

外

は 、 機業。内経事以

、 械機）費業

施械にの費の

設類あうに事 分

るし
費をっのちあ分業

型産る市よ

化型材す体

構費業村と

業経事町う
２基

改施事る

造実とす
経整

の合分の盤

１場２

に以の事

費１費備

経の

業
林型

るち費

係内う業

ご）

にっ業率

善
改
造
構

当掲

経、に

るはと

係て

整次外

あ事る

に該げ

費

外
が２備のが

業号業の

事分事各事分
体以

主１のに主４

業の
と内ちげと内

体以う掲
業基

る林事る

な、るな

整産体整

盤生主盤

基業

、機び、

、、

備用及備
内施

械、業械

機械事機

整の

設盤容設

施基
備区
分 分用分

二 の の機に

一 ６械応

三

広該内 内び当以 以及じ
業め

林定
用に
利号
域各

械率
機る



７
質伐次

ネ等各木木

森エ材の設
材

上林
記バルバ号材

関

掲連連 分 以イギイに関

等マげ業業 の 外オーオ

マ

者 ２ス利スる者

北 海

６
森利用処業設

再活用事

材

林用施理主木木

バ処設施体材
の連

イ理整設及関分関

事業６業

オ施備装び連

業及業者以者

マ設事置

ス装

道 公 報

５

木上

木工、体設

加ち主

材記

材施間及木

加設伐び材

関以

業連連外 分 工整材事関

通事理内業業 の 流備処

者 施業加容者

第

上

設備加事設

施整理び

材記

装事工業木木

置業用内材

連外

、の機容関分関以

区業６業

集う械の連の

、び分者以者２

成ち及

材

号

木ト度
ッ高

４
平材加化

成加工施
十工施設
四流設装
年通装置
六

等用再事等等 以 施置及

組

の活促利業がが 内 分

促体織織

１用進用主組

内設機進及すす

以施用
機事団団

整械用びるる

及が

事び械業体体

備並
の間び容び事

業に及内
質区町主

う伐木の市業

内等

、等エ分村体

ち材

木容がが

等置のび内等

用びち質の組組

活及う

分すす

施木、エ区織織

エ伐ルにるる

設質間ネ

体体

備ネ材ギ応団団

整

バ等当及が

事ル等ーじ

業

のーイ利該び事

業ギ

促号町主

う等オ用各市

、用ス進に村体

ち利マ

の 内 設の工の等等分 以

分組組４

整う用区がが

事、械に織織以

備ち機
じるる

業木及応すす内
体

う処間当団団

の材び
加材各及が

ち理伐該体
に市業

木工集号び事

、

体

処機荷定町主

材用出

に等内等分
理械用め村

工棒伐応ががの

加丸間

織織以

施加材じ組組１

施出該すす内

設工集当
号団団

置設荷各るる

装

が

び置売に体体

及装販
杭設めび事

プ、施定及
率町主

カ加装る市業

レ
ト施に村体

ッ工置

月設、び

二整丸木

十備棒材

八事加集

日

売

う設販

の施荷

業工出

、置施

ち装

金

材杭装

木、設

曜

ネに以と

材工、

製加置

がる

林イル応外な

森バ
イマー当事場

バオギじ

活利各主

オス等該業合

にと分

ス用用号体３

マ

１

利設進定なの

再施促
備機る基以

用整用める

業に整

進事械率盤内

促

加施定以と

機のあ備

用

る

林進工設め外な

森促

置率事場

バ施施装るが
主

オ装装に業合

イ設設

ス並、っ体３

マ置置あ
伐はなの

加び間てと分

基以

施間材、る１

工に
装材バの盤内

設伐等次

、バオ号備

置等イ各整

械率外な

加並機る以と

あ事場

用ににがる

工び
材て主

械伐っ業合

機間
工、と分

び加は体３

及
通のる１

材流次なの

木
設号盤内

出施各基以

集

と

機備掲備

用整に整

荷

る

工装っ外な

加設あ以

合

設、は事場

施置てが
体３

置伐次主

装間、業
なの

び加各と分

並材の

基以

間施にる１

に工号
る整

材装げ盤内

伐設掲

工、事備

加置

日

工

装装加

設設材

施施木
材整

集木設

、、施

置置
工施業

加工事

材加備

成

、

装置ち

設装う

施設の

及ちて機

械うっ、

置、

４
木間、施

び、は械

ッ高び

加化業木木

木ト度事設

上材

材 記加工施内材
の連

以工施設容関分関

イマに、

外流設装の連

マ再げ械

林オス掲機

森
２３

源ス利る施

資

に 次
市上率っ市

分効の効あ

化号町記化て町

の率各

以

以施に村以施は村

４

事げ、

内設掲以外設、

施

木の事械

、業る機

械
材う業

別

１ 記

用及 ２

地施び －

域設集 ２

産整落

方方物備水 × 平平

伐主機

流間業、

活事利

９

設処及施

施材体械

通

号る 業

動掲積た

主活そに面ま

材記拠げは、

れ 体木上

れ 区関以点る延補

ぞ の

、木木
分連外施施べ助

８
カ質材

レ材製

プ材材
伐

大用

記拡利

上要等
需材

業

外施推

以

通装置区業

施置及分者以者

がが

分設、びに等内等

棒材じ組組

の整丸木応

す

以事加集当織織

４備

荷各るる

内業工出該す
体体

う設販号団団

の施
、置施定及が

ち装売に
装る市業

木、設めび事

のが

整げ外整次外

材杭

事分事各事

備るが２備

主

業業業の業号業

事事

以う掲体

の主主１のに

ち及と内ちげと

う体体
る林事る

、びな、るな
主盤

率業基業業基

効事
作容整産体整

化内盤生

業の備用及備

メメ

施の設 ーー＋用業施

トト

整ちび ルル建 建設う並

上す す備、に 以以築 築

易要 ののる る事簡需 下

積 積の給拡 施施面 面業
域水施

－地排大 設設
２産施設

加、備 の×物設整 ） 分
は

施 に業設設床率

の

１

模積小

設 応者２整規面

の事ので数

規 じ等分備

該組１業区整点

模 当が
各織以及分数以

が

号す内びにと下

にる供応し第
小位 方

定団給じ、３ 平

る進該数ま メ

め体促当

活各点で ー 率

整モ
設進

分動号以と ト

設

４業施

の事ル

分備デ
装
、内

ちび

内う及

以の

率町主

大質
拡木
要等

需

以と

材工に村体

製加置

がる

設設っ外な

施施あ

業合

置置は事場

装装て
の体３

集木次主

、、、
号なの

材加各と分

成材
掲基以

工施にる１

加工

機び、

設装げ盤内

施設

械

地分機械事機

基区、
応施基内施

整に械、業

当整の

及じ設盤容設

備
び

備区 林該

用分

のの 生号機に 分分 業各
産に械応
及じ

内内 設めび当 以以 施定
置率域各

装る広該

工生事

販活業
、

設施ち

施境う

売環の
事拡

展備要

び整需

及設
用う進

売の促

販業大

示

に下し ル

械、機

機ち用

小 下

４点定第、 以

の拠

内設る位数 の

以施め１

備式四以 の
整算を点 も

業よ五第 限
事に捨下 に

う率す位 。
のる入４ る

、内。四 に
ち以るを ）

促化

業た五 っ
林。捨 あ

置に
装設

設施
施進
進促

木っ
、あ

二材て

一活は

四

次
用、
の
各

業、

置、事備

装置る整

レ材体械

プ材主機

、木

あ用に

に利号

カ質及施 率

は機る

て業め

っ林定 広あ

森村に

、山械

、械 活設は

間施て

空場っ

林 、
合しす は

総だ入 て

、

タ築 の
ン建。 次

セ、る

げ
装掲
設に
施号

ー各す 間事
、る

置



点ま
数

平 以た

成 下、

× 平平十 方方 第補

四 １助メメ年 ーー＋ 位率

六 をは

北 海

メ該

８９

あ
て木上ト号

需っ活ー各

記拡は材記ルに

動 上要

め

点 以大、関以以定

拠

業のる

施 外施次連外下

整各者２も算

設 設の

道 公 報

７
質区

上林ネに木木

森エ分設
材

木
材記バル応材

関

当連連 分 関以イギじ関

マ等該業業 の 連外オー

業

者 者２ス利各者

第

６
再げ

上林用事木

設森利る設

木
材記バ処業材

関以イ理主関

のの 連外オ施体連 分分

業マ設及業

ス装び者 者

号

５
て

記加次材

上材、木

木は
号業

外流各連

以工の関

２施に者

通

トト月 ルル建 建 四小

二 以以築 築 捨数

十 下上す す 五点

八 ののる る 入以

日

積 積 る第施施面 面 す下
位

－ 。３設設
２ ま

） 分金

との× で
１曜 し
、

整
にに

備 分備号等分の式

組１限よ

事 の事にがの

のげ織以るる

業 ４業掲

う 内うるす内。率

の 以

業団に内

ち ち事る）以
った

林 需主体あ。

、 、

てだ

業 要体

総 拡の
分の、、

合 大区分はし

等 以

ン 進に４次建

セ 促

にがが 内 等分等用号等

１用進定組組

がの活促

すす

織以施用め織織

組

整械率るる

す内設機る

事あ体体

団備に団団

る

のてび事

が業っ及が

体

ち、町主

業うは市業

事
以

体、次村体

主

が 内内 等分等置事等 以

４用び内組

がの活及業
質のす

織以施木容織

組

分団

る整エ区る

す内設

応及

体事ルに体

団備ネ
当市

事のーじび

が業ギ
各村

主ち利該町

業う等

整げが

分設掲等

体、用

す

以事事織

１備る組

の

体

う体団

の主る

内業業
業市

木事び

、び及

ち及
理容村

処内町

材

日

四
を
位
４
第

下
以

点
数

小 タ 施応以の築

す
入
五
捨

装当号る

ー 設じ内各す

れ 及各掲積

そ 置該に面

れ 木にる延 ぞ び号げは

施 活め設床 の 材定施べ

率模積 設 用る規面
ので 規
区整 模

な

と森の以と

施分数 が

場

るバ号がる

な林各外
主

合オ掲業合

場イに事

事と分

３スる体３

マげ
主る１

の利業なの

分再
及盤内

以促体基以

１用

号以

機事備

用び整

内進

定が

な林進に外

と森促
る業

場イ設め事

るバ施
スに体

マ置率主

合オ装

る

の工っな

分加あと

３

装、盤

以設は基

１施て

加の以

、の備

置次整

内

業

機に事

用分が

工区外
該と

び当体

及じ主

械応
出に基

集号る

材各な

木

る

機る備

用め整

荷定盤

林辺

康備の成層水

８

。
増、別単
林業境

進防を事層作環

柵載細作路整

広護記業

整等す目業、備

場

設にと

装応し
林

７
に方当小

置じ、 平
、備除内

施然打等整の

設更ち

、業

整事新、高、去作

能育林場

備業型林性保

、保林、間整

、の）床

容械

及内機

械業、

林種

水事計６

備施

木の施

び

実書期

備造林林業画長

事成整第
施」事育 業事備

区循

、業事号計に業成

森業様画改

各、

林特又式書め分環

源掲施

資に械

林号機

森

水バ水の居３

中質１林

第項環事

林林イ林事住
中境業

第業オ
構マ

号造ス号整の

林事分

様改資様造備区

械

に機

械率、

式善源式

を
っ施

あ
北

昭次 海

の平 道

よ成

和
告

う 示年
に年 第

改６

北
海
正月

、能原

備整る」路機、

、とに付増植

、備こ欄

保回

康林。は帯進生

健
進歩下業育復

促内、作
、、業備

施道刈路作整
、開

整森倒誘路、

設、
、空起造特設

備林木導
し型間改

機間こ林定、

内類作全業樹広備
能作

整駐

歩」業整機木場、

作の備車

道欄路備械等

受誘業植、場

等に、、

備、光導路栽土整

整は

条、

又整伐伐、・壌備

良種件防

は理、、改播

下期、、の火

用伐樹長

等人植育生雑改施

地、

、整

取工栽成育草良設

」、」整
得造等循環木

フ末に同欄備

空定はの

総地ォ尾、注に、

間林
合改レ欄のは付

育施

整良ス外環６、帯

保ら成設

備、トの境か

コの全９単等

事耕・注

、放ミ４森ま層整

業作

整、

絆棄ュの林で林備

備事備特

の地ニ事整の

ィ中事項、定

森等テ項

は

の事活中事業に
整森

末業用業」
を改流

尾」促森」に、

外事所め域

欄を進林
林同林

の林業有森、森

構に氏環注総

注業」者

３整

１造改名境の合

の

るを全の備

の改め」保

項事。整事事

事善

道

及業事備項業

す 号告
第。

示る日

号

、、伐良

金
助

補
道

海
北

業特

持路除天作、

保業
設絆間下路定

施、・然
、補長地

整の伐種、林
育良

、作枝正期改

備森
給業打型

二 排路ち、成作

一 水、、広循業

五

き樹作、

施土抜葉環路
路避

整取伐林業忌

設地

、環境の林備
備得り改

別、複改補除床、

の林

備流

を単層良完去整渓

備不、路

記層林、整、

良獣、用ビ整

載林改鳥

る良、害林木オ備

す改

ー環

こ、抜防内のト、

業去プ境

と保き止作除

り設場・の教

。育伐施

良整促

植、等及不森育

払備林木備進

栽枝整び

備林総業を育林

型

複改

事造合造実次成地

計よ層良

業成整林施の

事業画う林、

、、備事

域林業実書に整全

流造

、計

循未の施」改備体

画る機画

環済別計をめ

資地を

増査

源緊記書森。能調

すを居進、

林急載」林

備林る住保共

整造

事を、
事）こ森環育生

的

水し主業次公

び、業

た名によ森

林い体」の

け」、う林

第
号生にに整

境め推

北様産改環改備

の制、保る進

海式体め
森業

知末強同全。事

道

流

欄緊式林、

事尾化様

の対末備域

堀外急の整

申
る

め
定

に
則

規
付

交
等

、、、良、剤

の
等

書
請

払、識布

休立枝型標散
等殺

施竹い育類、

憩木
整得育複、そ

設取、成

淘標設

）い、内の、施

間内ん汰識整

、、林か

整、

育伐作水、類備

保
、業施枝

、林

、

天枝場設葉備健

。環整特整

業、と林境

間、

特害境備定備

、被
森等全業伐付

定地保事

策尾事公
林森整実、帯

業外」保

の事欄業益

注
は注林

の又のを全

達１
也事 一

の
）
式

様

項木の森整 部
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砂落八長渡渡大

雲部部部遠

中南久 森万

同同同同同同同北

原部

北 海

画茅

計計石知恵南南

１

大 後日 地地茅部 狩山 画
び
及名志内浦部船

区区
覧縦北北同同同

縦

道 公 報

係覧 北

漁る計にな日 海

特画供お）平 道

定書す、に成

港
告漁
漁はる同際 示場
港大。法し年 第

漁冊第、６

整
備

提月 場の 法
整た条出 号

備め第さ日

第

林 人町っ地住」
水、

し

、森改
第 て 」村」地に

は 、と

号 保の森林め

空境。
様 分 安協林環る

の 林 等締間整
式 収 林定
に結総備

号

散
剤は

９

平布補緊

成等助急
十工区間
四種分伐
年等」」
六

経
庁

支
山

檜
道

海

の欄、

道道

場海海

課
産

水
部

済

経
庁庁

支支
狩島

石渡

所

産産
水水

部部

覧済済
経

た

和事省４れ

昭

及
室課

業略項

５画、規見

年計しの意

２策のに次

月をそ定は

法し画りと

日定計よの

第。は施り

律た書実お

、しで

関たあ

あに合）
末 」

係計る 号

備あ
欄 指 っあ整に

尾 、

の 被 はてにっ
外 定 てっ

注 害 はあて
の 地 保っは

に 安協て
っ 」締住の あ 林定は居
事

森」間」項 て 、結空地

整普、記

林、」と中 は

空 指

月別に森

二をは林

十記、施

八載施業

日

あ

こ施に

る実画

す業計

。定っ

と協

金

あは
にて

曜っ

経

北庁
支

場志
後

び

て森

所課
産

事水

知部

道済

海

庁 第

支画。 ）

堀

経案

項

水縦 １

部の 第

済） 条

課 の

産覧

に

備成 定

に平 規

え

載

、月 、

き４ り

置年 よ

被 協にォす中 定 備通フ

っスこは 害 定あレる又
。上 」 あてトと地 地 に
てコの 、 っは・

通ュ及 害

は普ミ別 被

林、テ」 に

森」ニび 地

備収総 っ

整分ィを あ

協林合 て空

日

施
は林

」、
施」
実画

業計
施業

伐に
間画
急計
緊人
、属

１２

定っ
協あ

北

次 海

の平落漁落平 道

と成札業札成 告

に取を お 示

り年係締決年 第

一６る船定６

般月特ほし月

昆浜別標計計該
２

也
達

画当 中 布な

森布海津区）
案し 散地
に

一５

白

に縦ら

のか 区

般日 地

高幌勝

常伊胆様日浦十
頃域糠

海冬海豊海

振似

定造整 は中

呂達域島域

」林備と

、に記 被
利湧湧雄雄

市あ害居載
別武武

船海
文礼

枝稚礼

っ
あは
にて

幸内泊域別

海海 恵 山萌

檜神留
て属

域内域

定った 競 号

上

入務い

争日役か日日

及理

よ称修

に名架

札の

を
者量

札数事

落び工

り

同同北同す
対

定式

決一

支見

室意

根出

道提

海る

同北同北

産
水

部
済
経
庁

道道

海海海海

同北同北

振高勝路

胆日十釧

道道

経経

庁庁庁庁

支支支支

部部部部

済済済済

経経

同同

産産産産

水水水水

道道

海海

北同同同北同

経経

庁庁

支支

谷走

宗網

北北
産産

水水

部部

済済

支
志萌
後留
道道
海海

同

水
部部
済済

経経
庁庁

支

知
道
海

北

。
た
し

産産
水
課課課課課課課課

堀
事

課

二
一
六

也
達



平保場指指

す
定１２３

予成安所

る

平 林定 定 定

成

施 で年予

十 の あ６定

四 業 る月森

年 林 。

目六 日の

北 海

北

森 海 北

道林 海

告法 道

示
第昭
和 氏び事び

名住業所

号

はの地

年 又所所在

道 公 報

登 北

林録登番 海

業内平 道

種容成録号 告

苗に 示

法変年 第

更６変

昭が月

更 和あ 号

っ日

第

５６７

競一一平契

争般般成約名所

に在 の競競

相争争年関称地

手入入北す

方札札海る
務海海

をの道事北北 円
決公告

号

３４
所額

者金

札氏住札

落落

び崎蘭

及楢室

名
氏

の名

要

月 所

二 在的件

十
八
日 雪 稚

の

内、害

市

防 大
字の備

金 稚
内、

曜 村
字

及及

第 称称

律 名名

法

地第

旭旭番旭旭番）
号

川川 川地川

市市 興の興の

条 林 神神 林
４４ 業業２ 楽楽 産産の

５５ 式式２ 条条 株株第

第届
律の項

法旨
年た事

出
た

第っ更 ）あ
号が変

前

を道道

項

登 １
第の

条。

産幌

し第担水札

定告示
当 た

す林市
区

組部央

続る務中 号 手

理条

名管３

の源北

織資

造市

所丁

び６

及課西

称

式町
株地

所船築

住
会

社
役

締
取

表
代地

番 社

日 クの
ト

北ツ
ベ

ネ
海
道

、
事６
知の

堀

社社の 丁丁 会会項

９
の

規 目目

定
り

よ
に

株旭 株旭

会市次

式川号式川号、

旭楽よ

社神社神の

会市

興条に

友４友４う

旭楽

規
の録

林５林５保

興条

道変

り海

よ北

に容

定内

お堀
後 と

の事更 次知

、

小
長

地
在目

産

登 生
りの

達、

治
俊

林

也

１

の

解場保た解て
い

除所安目縦

定とのに

除 予林的次覧

目目林

丁丁安
保し図供

法

番番指

１１を

北

農律 海

林第平

え

道 置

成 水 告 い

産 示 次て

大年 号 第

臣６ ） の縦

第 図覧

か月

容

者也内 業
事達録

」に

場保た解

を
定１２３

の

的

除成除所安目

解平解
予林除 す

ての 予６保し

る年定と

定月安

北

森 海
道林 ウ市

告法 立次役

示 木 間の所

第 の昭 伐と次に

伐和 におの備

係りとえ

伐林

木主主森

立村

アイ

の 、し備 伐はと整

の伐

。 理

林指はる

安て」す

れ由略

所さ省）

の定、

源路の

茅水道そ
、

し

在

を

森か地面

郡の用図

部

養す北

町んと

ら 号 は供

規 省る次の 、す、日 条

、うに し）よ定 略。の
知 図安通 の保る そによ

定っ 北指あ をのが 面林

林指

た 海

で

れ由

る所さ

あ日の定理

張て害川

夕い風河

。在

備施

長の防理

郡次の管

字示用

町に設

沼図

採号

森すりい の年 るとお置

。は縦

律 林る」て 限

法

、、覧

第 は度
次省に

る第

としす） の略供号

お、

りそ。

る係２

す関の

との）条

で 方
伐伐画 の
択て計 採

る

るすめ

法よを定

に採
で期
が伐

と準
こ標

。る

道

国る海

立上
る以
き齢

務

次林

。産

林め水

有た

に治

図部

の

二 示山

一 す課

七

道を

限町

に森

分び

部及

予

庁る

支す

知除

空解。

林あ道

部で海

済定北

経

森堀

及、

課旨事

務る知

す

追部と

馬す地
長林

び

限た

野にる

原分
るめ

）

北の。

海
道・
知
事
の
堀

規

北の

を項

類２

。書第
、

支り

谷よ

宗に

道定

海

の

林う

部よ

済の

経次

庁

る
該す

当と
、の
はも

木
町

市
る

す
在

所
の

木。
立

法

置
え

備

）に

。場

る役

町
沼

也

場和

役昭達

に
備年

務に

つ
也に
筆

達２
下

以

内指

稚の

び林

及安

課保

町
市

る
係

に
村



の

内 路路
道道路湯

１２
名線

類線園

種路線内 の
道区

、
名

北 海

第平作作作

）
号１２３

成業業業

種期地 条

美

い月
お６

に年類間域

公平 て
準日共成幌

道 公 報

北

網

１２３

道
海

走 平作作作

告開 成業業業

示 種期地発
第建 年類間域

設 ６

部 月

号 公平新長

日共成十

第

号 北

札） 海

第 道幌 い

告開 た解て

条 示発 目縦

に 第

お

除建 的次覧

設 のに

い 部 図供

て の号

はる準
長 」す

号

２
解場保

平除所安

成予林
十定と
四保し
年安て
六

及川川

道域区深深

林指

町

覧内内

縦納納

び市市
目目

丁丁

所３３

場町

町

１８
番番

用測

る６

す量年

同１月

法・
級か

第２日

１点月

第準９

条基ら

項測

津

か
規）ま

の量日

ら 測

次 ６町

、 量年川

の ２月

と 級

公 点ら

り 準か

お 基日

共 測

か

実
を で

量 ）ま

測 量日

る
、 省）す

ら 、。用 理

第
と 、法

の し同
次 由略

お そ

り の
を１
共 路面第

公 道図条
を と海の

量 地北項
測 用

実 す道規

月の定

二所さ

十在れ

八
日

森保

郡の

部衆

茅公

金町健

曜

らで
かま

先先
地地

有
国

敷
前別
更の前後

変後
間

地

道

知海

通北

る
よ

に
定で

す
施

。堀

た
っ事

あ知

が
法 知量 道測 海、 北旨

る

事

和 堀昭

よ
す た産に

施 る水定

年

知 、 部通 旨 務る
る め林

及っ 法 課あ 量 山が 測 治
町和 森。 昭 びた

場年 役

日

分
部
す
示
に

図
の

次
。

林
。
る
限
に

の
員らでらで

かまかま 幅
延

道しそ週

更２
也

達

国
長 法。関、成

路たの間平

係一
縦月

和面の６

昭図般年

也第
律 達法

は

北 第１２３

海
道 平作作作 号告 ）成業業業

示 種期地 第第 年類間域

６ 条

え第 備律 に法

月

置

北

函

１２３

海

館 道

開

平作作作

告

発

成業業業

示 種期地

建 第

設

年類間域

６

部

号

）

月

北

稚） 海

第 道内
告開
条 示

に
発
第

お
建
設
い

縦北

間
区

複
重

の
と

等
道

年、覧

第道す

律海供

法北に日

建る
設。

路 第

道 ）部 号

整
及 １

課 第

備 条

に号 公平上
町 い日共成磯 お

測

木 準量年、 て

内 す函月古 用

館
自ら 法差か 同江日町 る

動平 第

車成 条道 第
長 号 公平豊
町ら

日共成富か

測
６次

量年、
り

台日お

路７と

道月の

月測

備８共

整ら公

帳か

量

）

部
て 号

同
次る

、す
ら用

か準
長

お第
と法

の
り

道
海

量項
測１

共第
公条

所所
業

現

場木
土

幌

覧札

覧 に

縦 定

の 規

次 の

び 項

道 道

に海 、

所北 り

場 よ
域

い 区

置事 の

え知 路

備

項画３ ２計年

、 を

て堀

の図月
作

よ北で に）ま 定成日 規

堀 あ
が事 知知 通道 る海

了
終

が

で施

ま実

日の
っ

事測

知、

道旨

海た

北し

に
施定

実規
をの

堀法
量

測知 、通 旨る
るよ

す

二量が

一法あ

八っ

達 と

示 の

告 次

和。 昭た

。
た

変ら
か也 り

日 お

の

也
達

和
昭

達

律

也法
年 第
律

法
年



路路

平道路道区

１２３

成

平 の線の

成 年種区

十 ６類名域

四 月

年
六 日道占

北 海

更の 北

道しそ日 海

たのか 道

。関ら

路 恵恵

告

係２

法 庭庭

示 市市

図週 第

面間

昭 住戸

和 吉磯

は、 町

、一 号 番年

番北般

道 公 報

庭

道路道区恵恵

１２３

恵戸

の線の市市

路路庭

類名域南磯

種区

道恵１番
番

第

更の 北

道しそ日 海

たのか平 道

。関ら成

路
告法

係２ 示

図週年 第

面間６

昭
和

は、月

、一 号年

北般日

号

線
来

雁
東

麻
大

月 道冠

二 穂

十 別

八 線

日

更の
変後

間

金 前別

曜

道縦 地律 地海の １法

敷

か建覧 先第 先
ま ら設に

路る 第

道す ）部供 号 で

整。
び 項

及 １

課 第

備 後条

北 の

山か先

栗先地

道庭地１

の前前

変後
間で 線らま

前別
更

敷

建覧

第道縦

律海の

法

地

設に
路る 第

道す ）部供 号

整。
北 の

び 項

及 １

課 第

備 条

市市

別別別別

江江江江

麻麻麻麻

大大大大

市市
番番番

１３１番

地地地
らま

かまか先

先先先地
で

らで

日

事
知延

道
海

北員
幅

の
地 海 規

国重

堀長

道 定

土 り

らで蘭 よ

かま室 に

現 道

木 、

業 路

所 の

に 区

備 域

い の

置 次

え を

の
員らでらで

かまかま 幅
延

よ

札 に

道 定

海 規

国重
長

現道 道

木海 、

土北 り

幌

堀 域

に 区

所事 の

業知 路 前後

い の

置 次

え を

備

と

の間

也と区
等複

達道

３

変示
告 り

、 お

て 道

者
立 表

名住代位区

埋

承間１２

の間
と区
等複

をの公平出出

公認そ、

の 願

水受願衆成願

有
面け書の
覧６っ の 埋た及縦年あ

と

法旨関に月た

立いび

変示
告也 り

、 お

て達
道
海
北

勇振小福

告 払東班山

示 郡部地

第 番 穂森先

別林か７ 町管ら

らでらで

かまかま
道 道

道 道

点点

地地地地

のののの

点点

余

分ののの

地地地

別
漁

のかかか ＝ 港秒点点点

点方ららら － 原

向方方方

系

称所名域置域

氏
区 の

次点 農東農積

よ

林京林丹番のとに

積番ののる

水都水郡１

代大丹及地地測

産千産

との

田臣町び点点量

省

か 区大

国 年 、係供
書る官
月 大次図す日の

とは。日庁

正の
律出海平

法り北

年お、

第願道成

が小
木月

）っ土６

号あ樽年

。現５

第た

地号

郡ま

福署払先

字理勇
で 山

穂 国

後

胆い字

林班町

有林別

前

東 東
江江間 間 来来の の 雁雁

けけ

おお

にに

線線

別別

北
るる

向向向 北

角角角 緯

度 度度 度、
の

分 分分分 ＝地
点

秒 秒秒 秒二 の のの一 方 方方九 向 ）向向 、
東）
経か

結果

霞武字番らを成

関別地のんを

が部余３
の点線用

１町先地だ使

の勤

３有でよ

２番公まに）

面順て

１、水をっ

の

た

、結れ

３にま

番次囲
ん

１に

第所

条業日

番だ区

海

定い北

規置

のえ

項備
示事

り告知

よ、道

にて

水か

有日堀

公の

、

らでらで

かまかま

所
業

現
木
土
幌

札
道
海

ら
向地 のの 度方の
地地

点点 分角点

、及

７線域

秒度

び日
本

起

面ら

、地地

３の測

番

週

て３也

立し

埋算達

の
の



のの

リヌルヲワカヨタ

のののののの

北 海

ののの

ロハニホヘトチ

のののの

道 公 報

の
イ

位区

第

４
工

る
す

関
に

面立
埋

のののののの事

号

平
成
十
四
年
六

地地地地地地地

ののの

ヨ

点点点点点点点点

地

ののの

チリヌルヲワカ

地地地地地

ののののの

点点点点点点点

地地地

ら

かかかかかかかか

点

方方方

ららららららら

向向向向向

方方方方方

角角角角角角角

向向向

点点

地地地地地地地
角

ハニホヘト

点点点点点

イロ

地地

分ののののののの

地地地地地
かか

秒点点点点点点点

らららら

のかかかかか

方方方方方方

方ららら

向向向向向向向

向方
角角角角角角角

置域点
地

７次点系余 積

別 丹番及のとに
漁 郡１びイネよ

ののる＝ 港 積、
番地地測－ 原 丹

点 町番３点点量

大３かとの
北 字、らを成

ネ結果緯 余

点積施

地地地地地地の
域
区

行

点点点点点

のののののの

地地地地地地

点点点点点点

らららら

かかかかかか

らら

向向浜

方方方方方方海

角角角角角地

向向向向

角
月地地地

二点点点

十
八
日

か

点点点

地地地

ののの

かか

金

方方方

ららら

曜

角角角

向向向

度 度度度度度度度

分 分分分分分分分

秒

のの の 秒秒秒秒秒秒秒

方方方方 方 ののののの

向向向向向向 向 方方方

向

の
の地のの のののの

度 度度度度度度 の

分 分分分分分 地分
点

秒

のの のの 秒秒秒秒秒 秒
方方方方方 方方 ののの

向向向向向 向向

のののの の

別番のんを
度 町９地だ使、

及点線用
分 番びまに）＝

でよ ３
、番をっ秒 順て

番地次囲

、並結れ） 、 ３先にま

びんた） 東
か 経

番にだ区ら 線域 ７方

切

、番及度

盛
土 度度度度度度

分分分分分分

秒秒秒秒秒秒

のののののの

向向向） 方方方方方方

向向向
ののの ののの

日

度度 度
分分 分

向方方 方のの の秒秒 秒
向向

地地 地地地地 地の の の

る

点点点 点点点点 地点

業 代免置お

漁定な

３４
者証業免

表許法漁、
い内

和つの 氏番

昭に許

地 地地地地 地のの

名号

１２

点点 点点点点 点地
引 北

宅業 海

者平住商 道

の成号

地
告

又

建
免 示物
許年は 第

を６名

取
引
取月所称

向 ３び日角 番、イ本分

の測 ３

３

を地度

、番地地秒度

点 ３」

地地立

か 埋に分のの埋

ら 立、
方 区秒点点区

向 域１の域

の方

面

角

点地地地 地地地

区地向

す

点点点 点点

北

平る

５

海

。平 道

成

成 埋

告 面
立示年

年 第

６ 地北
海

月

点 点 点地 地

小釧次る

法、た

年て容

野路のべ

律

公

とき

第

寺
興第お事
り項 号 一

免、 ）
許制 第 号

し限

業

条 規
。は の
た又 条

り 号法
消日

市会

和た路式

昭し釧株

の
同町丸

法、川

年で新社

第－都

第法５善

律

５市

第発 ）
条開 号

のの積 度 域点

地地の のと

点点項 分 項
中のかか中 の
秒 地らら 地
の １点方方 点
方 のと向向 」
向 地を角角 に 点」改度 かをめ度」 ら、分を １同分 の のの

の道

項

号告 ネ
点積途

第 地

用示 の日

漁

号

ツ

港公 の

施有 地

設水 点

用面 か

のの

レソツ
方埋

ら地の

タレソ

点点点

地地地

の

か

点点点

地地地

ののの

件 定

方方方

ららら

かか

続 、

存 り

び よ

及 に

告

間 成

期 平

は
成 月

平 ６

、 年

１ 第

５ 網

年 日

項

北 の
に 項

定 １
規 第
の 条

告知 に
公道 定

り海 規
よ

地

次
。堀 、

る り
す事 よ

秒 地地秒 点の 点点
」のの まと方

を地方向 で点向 をのの」 」地

に の事 北を点

ののの 海と改 地項

」る 次地地 道１をめ 点
に点点 知の
事地に。

２ 堀か地の 点、の次
点

の

角て

向立

ら

免
許 度

の
出 分

願
部 向一 方の の） 秒

を
次

角角角

向向向
度 度 度

分 分 分

秒 秒 秒

二の のの

二方 方方

〇向 向向

海

月 走

宅
の

け道
海 お

北 に

日 区

事

取

也 物
建

達 地

のか項
向加 達地点方を の地ら
角え 点
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正

改

点に

地う

のよ

の
点
点地点

地の地

の



さささ

雄興興興興興興

けけけけけけ

ささささ

け

平 ・・・・・・・

成 ままままままま

十 すすすすすすす

四 定定定定定定定

年 第第第第第第第

六 １２３４５６

北 海

ささ

雄雄雄雄雄雄雄雄

けけけけ

ささささささ

・・・・・・

けけけけ

まままままままま

・・

定定

すすすすすすすす

第第第第

定定定定定定

第第第第

道 公 報

ささ

雄雄雄雄雄雄雄雄

けけけけ

ささささささ

・・・・・・

けけけけ

まままままままま

・・

定定

すすすすすすすす

第第第第

定定定定定定

第第第第

９

第
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定定定定定定
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１２

号

成
第平

示免

告

許

示月番 告６ で年 号
日 し

月 号号号号号号号

二
十
八 紋紋紋紋紋紋紋

日

郡郡郡

別別別別別別別

興興興興興興

郡郡郡郡

町町

武部部部部部部

雄
町町町町町

金

沙沙沙

字字字字字字字

沢沙沙沙

曜 木留留留留留留

紋紋

号号号号号号号号

別別別別

紋紋紋紋紋紋

郡郡郡郡郡郡

別別別別

雄雄雄雄雄雄雄雄

郡郡

町町

武武武武武武武武

字字字字

町町町町町町

沢沢沢沢沢沢

字字字字

武木木木木木木木

雄沢

紋紋

号号号号号号号号

別別別別

紋紋紋紋紋紋

郡郡郡郡郡郡

別別別別

雄雄雄雄雄雄雄雄

郡郡

町町

武武武武武武武武

字字字字

町町町町町町

雄雄雄雄雄雄

字字字字

武武武武武武武武

雄雄

紋紋

号号号号号号号号

別別別別

紋紋紋紋紋紋

郡郡郡郡郡郡

別別別別

雄雄雄雄雄雄雄雄

郡郡

町町

武武武武武武武武

字字字字

町町町町町町

幌幌幌雄雄雄

字字字字

武武内内内武武武

雄雄

業 る
あ

で漁 り
お

と号 た

者
権

。

日 番

地地地 地 番番番番番番
５２

ののの

地地地
枝田場

竹長清加鈴鎌馬

正一一信

畑正

田澤水賀

昭治孝之美郎夫

忠

番番 番 番番番番

のの 地地地地 番地地地
加

１１４ １１ ののの 地

野林賀

四國泉鈴佐畑小

忠和悦雅

辻田木藤

治二一英春男司

裕信淳

二

番番 番番
の地 地地地 番番番地番

のの２の ののの 地地地

３ ３３２ の
５

平川花

藤山川沼村田

池花佐古

幸伸正

田松
勝茂一明市三一壽

友秀

地地番番番 番番番番番
ののの の地地地 地地地

３ １９
田内

長長川菊前村池横
憲敏

川川
谷谷原地田田

一司司男

一一喜和章雄

所 道
海

北住
の

夫夫一幸

ほほほほほ

び
堀

及
事
知

１１１

かかかかかか

ほ

紋

名名名名名名

３１１
ささささ

紋紋紋紋紋紋

けけけけけけけ

さささ

ままま

・・・・・・・

すすすすすす

まままま

ほほ
定定定定定定定

す

かかかか

ほほほほほほ

２３７２２２

かかかか

名名名名名名名名

１２

ささ

紋紋紋紋紋紋紋紋

けけけけ

ささささささ

・・・・・・

けけけけ

まままままままま

・・

定定

すすすすすすすす

ほほほほ
定定定定定定

かかかかかかか

ほほほ
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さささささ
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さささ

ま

・・・・・・・・
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すすす
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定定定定定

すすすすす
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ほ
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すす
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定定定定
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興興
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也
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定定定定
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すす

第第第
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別別別別別別

紋紋紋紋

北南

市市市市市市市

別

石町園浜が

元港落港花

町

別６町１町町丘

紋町

目丁丁７

６丁１丁３３

第第第第第第第
番目丁

第
４５６７８９

紋紋

号号号号号号号号

別別別別

紋紋紋紋紋紋

市市市市市市

別別別別

南落真南沼大港南

市市

１丘

が石砂がの山町が

１丁町

丘町町丘上町

町２４町

丁目５

第第第第第

番 ５丁丁５

１２３

第第第

紋紋

号号号号号号号号

別別別別

紋紋紋紋紋紋

郡郡郡市市市

別別別別

興興興興興弁港弁

郡郡

７町

部部部部部天町天

字１丁３

町町町町町町

沙沙沙丁目丁

字字字字

第第第第第第第第
沙沙

紋紋

号号号号号号号号

別別別別

紋紋紋紋紋紋

郡郡郡郡郡郡

別別別別

興興興興興興興興

郡郡

町町

部部部部部部部部

字字字字

町町町町町町

沙沙沙沙沙沙

字字字字

第第第第
沙沙

７８９
別別

紋紋紋紋

号号号号

興興興興

郡郡郡郡

別別
字字

町町町町

部部部部

２目目丁

沙沙沙沙

字字

番１１目

地４目

の番

番番 ３７番
号８５番 号

２
の

号号号地

二
二
一

松

野橋本

畠富濱渡小

目目丁目３丁

エ

山樫中

番目 地 丁
目２２目

番７ 番番

番地７番地号番

の の号

号 号 号

部登

古山山富三阿阿能

目

富惠谷

畑崎田樫室部

３番２

留留留留留目２
番５番 番

号９ 番番番番 地

ののの の号号 地地地地

渡山

１２２ ３

田

小小岩脇太

留留留留
泉泉渕坂田橋

留留留留

地地

番番番番番番番番

のののの

地地地地地地
坂似船近

５２５６３

の
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成水太森
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１３
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桐
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ほ
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順輝誠由徹
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ほ
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紀
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ほほほほほ
名名名
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か

一

和和祐文克

名名名

ほほほほ

正仁弘子學司

かかかかかかか

ほほほ

名名名

１１１１１１１
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由勝盛政
名名名名

１１

かかか
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行司
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常常

号号号号号号号号

呂呂呂呂

常常常常常常

郡郡郡郡郡郡

呂呂呂呂

常常常常常常常常

郡郡

町町

呂呂呂呂呂呂呂呂

字字字字

町町町町町町

常常常常常常

字字字字

呂呂呂呂呂呂呂呂

常常

常常

号号号号号号号号

呂呂呂呂

常常常常常常

郡郡郡郡郡郡

呂呂呂呂

佐佐常常常常常常

郡郡

町町

呂呂呂呂呂呂呂呂

字字字字

間間町町町町

栄栄常栄常東

町町字字

若富浦浦呂浦呂浜

字字

８ 里武

常常

号号号号号号号号

呂呂呂呂

紋紋紋紋常常

郡郡郡郡郡郡

別別別別

湧湧湧湧佐佐佐佐

郡郡

間間

別別別別呂呂呂呂

町町町町

町町町町間間

登登字字字字

曙字字字

栄栄栄若富浜富

町登

号号
番床床床里武佐武

紋紋紋紋

号号号号号号

別別別別別別

紋紋紋紋

郡郡郡郡郡郡郡郡

別別

別別

湧湧湧湧湧湧湧湧

町町町町

別別別別別別

曙港曙港港字

町町町町

町登町町町町町登

港字

栄 番 栄
番床番外番番番床

月号号号

二
十
八紋紋紋

日

の

南南沼

市市市

別別別

丘丘上

がが

金町町
７５番

曜

番番番番番

目目
丁丁地

地地地地地地地 番 番番
の ののののののの 地

３ ３３

中 川川

１
道小

夫 信茂 和和

谷関島 口口

番番
章章泉康章雄 夫

士番番番番地地 地地地地のの 番
地番のの

１の
の地１８

平 口 井小鈴芹丸森向 川

久央信則 和

田西木田銭

士
人一郎恒功成男 夫 勝

士呂 地

間 番番 の番番

番 ３地地 地地番

船

５先１

の地の

地番地

木藤木

齊山工佐赤船加

榮一輝淳武

藤根藤藤沼

一男之章悟一夫剛

地地地地地 地

本椛内佐
地 地１番 番の

間谷間沢野藤

内佐本古

泰治修

芳伸浩吉芳

野藤
治章一二三

日

飯永山

５
の号

地３
番番

明己郎

弘幸太
元

田井口

かか かか ほほほほ ほほ

かか

１ ４４４
網網網網

名名名名名名

ささささささ

網網網網

けけけけけけけけ

ささ

まま

・・・・・・・・

すすすす

まままままま

定定定定定定

すすすす

かか ほほ

定定

１
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ほほ
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ささささ
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・・・・・・・・

けけ

すす
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定定定定

すすすすすす

ほほほほほほ
定定定定
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ほほ
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ささささ
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けけけけけけ

ささささ
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けけ

すす

まままままままま

定定定定

すすすすすす

かかか

ほほほ
定定定定

さ

常常常

名名名

３１１
まま

・・・

けけけ

ささ

第第第

定定定

すすす

ま

第第第第第

網網

号号号号号号号号

里走走走

網網網網斜網

市市郡市市市

走走走走

字海海字小字字海

市市

浜町

北岸岸北清北北岸
５

浜町町浜水浜
町 １５５

番 字番

第第第第第

番番 番番番

第第第

網網

号号号号号号号号

走走走走

網網網網網網

市市市市市市

走走走走

海海海南海海海字

市市

町琴

岸岸岸４岸岸岸藻

５５５無

町町町条町町

番７番番番番

３３５東

第第第第第第第第
番番

７８９

網網

号号号号号号号号

走走走走

網網網網網網

市市市市市市

走走走走

桂海海海北南海海

市市

７岸岸 町岸岸岸

町町町条条町町

５５５東東３５

第
地番番番１７番番 番

４５６

第第第第第第第

１２３

網網

号号号号号号号号

走走走走

常常網網網網

市市市市市市

呂呂走走

常常字海海南海北

郡郡

町条

呂呂卯岸岸７岸３

５東５西

町町原町町条

番番６番２

字字内５

常常

第第第
郡

呂呂呂

常常常

号号号
町町

呂呂呂

常常常

郡郡
常常常

字字字

町

浜地 地地地

の の号号小の号

２清
水

櫻日 出出出

地
番

井井橋庭下 口口口 長長

地

勝部

丁 ３

地
番
５

号号号目号号号

大伊小品 出出出出

４
の

倉助田 口口口口

川

丁丁

号号号目目号号 の

４２
の

地地
番番

口口 水駒花原 出出出出

丁
谷木田田 口口

丁 呂呂番
地号号目号目
１ 番番の

のの地地

地地１番番

３

石富 川出出出

呂呂

本 舘坂 口口口菊口

呂
ののの

地地地

番番番

二
二
二

正 吉吉吉

口口口

川川川

忍淳郎喜幸 藏藏藏 太博

かか ほほほほほ ほほほ

かかかかか か

１１１１ ２

吉吉

名名名名名名名名

学 藏藏藏藏 義清武 吉吉

ほほほ ほほほほ 則光彦

かかかか かかかか ほ

１ ２ １２

吉吉
名名名名名名名名

藏藏藏藏 敏安順岩 吉吉

ほほ ほほほほ 朗治市雄

かかかか かかかか ほほ
３３１ １

吉吉

名名名名名名名名

和吉

夫ほ 章治二 夫藏藏一藏

かかほか ほほほ ほほほ

かかか か

か１ １ ４

和和
名名名名名名名名

かかか

ほほほ

夫夫夫

和
名名名
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里里里里

斜斜斜斜斜斜
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里里里里
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３４４４
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２２２
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・・・・・・・
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・・・・
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第
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里里里里
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郡郡郡郡郡郡

里里里里

斜斜斜斜斜斜斜斜

郡郡

町町

里里里里里里里里
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町町町町町町

浜浜トトトト
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斜斜

号号号号号号号号

里里里里

斜斜斜斜斜斜

郡郡郡郡郡郡

里里里里

斜斜斜斜斜斜斜斜

郡郡

町町
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三三三三今

会
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５５４４東東西西
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号
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生
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地
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日
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新
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又

代

所水水
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ク

音ツツツツツツツ
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番
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二限限

四

管
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音

社社遠
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水支全

荷清勝内

集小十 小十管

田

、
域町庁域

地 地水支全

荷清勝内
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っ 第
あ ）

、
域町庁域

夫

た

漁漁漁漁

３届
の の
旨 条

業業業業業業

漁漁漁漁
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５
海札入入開開

北入

平 道執

成

札札札札 網行

十 走の

四 市場

年 場日場日 北所

六 ７及

北 海

４

申査
約 を審

査アイウ契

請請項 請請を
条 申申申
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れ提場す

けのた
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３

者 さ条

は

内付、 条 道納れ管件こ

しいに一ア の の が入て

札 うたる本般か ５ 入 行

ウ ２ は 指賃こ店競ら の

支入ま の 、 名貸と、争

競借。

第

２
入

成 達に子

調契納札平電

を参計
北 るす機

年 す加算 約入

貸者の 期場海 賃る）

号

１
付
をソ に達ー

札調パ

入
貸ン る賃コ

するル
すナ

月 条び

二 西日所時所時

十 ３時

八 丁

日

同

海海成にに

目北北平
同 北道道
走７。。

海網網年じじ

道走

金 網市総月

走北合

曜

庁条舎

支７庁日

法先は所

ば出合場 時方
け郵北査

な審

ら、

な期
。成請れ便海結

い平申
書ば番道果

のら走申

年類な号網を

６

支請 月提な
出い－庁者
総に 日先。

務通 かの
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治 札には定 に 自 入品又

い業る る 法 につ営め よ
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一

指迅をろ 付 令 る、等

をなすよ 般 昭 名速有に

停アるり 競 和

止フ者、 争

に資
道

政 さタで２ 入 年
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告 借
等な有
第 品

格る
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囲こ道こ 又 仕成範る海

は 様

が走。 平 書年内と網と
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タ
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項物ュ
借ピ 事

海

品
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数
び
量
組

日

丁階午
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総西金
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部
務号

す
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月に海務る

７示北総

ま作走

日り網

８よ道課
西

申条

た７

し北

で成市

あの 札

を目

類丁

書３

請

で 令 れー
いーこに あ 第 てサる

なビと掲 る

・る で 。

いス。げ の 号

ン格 入 下

とメ資 、 以

こ
テを 札

。

加 」

ンす 参 令

ナ有 に 政

体ど よ い

のか し と

スる

書平３３道 明ら年。西
目示 に成月丁告

よ

号

。３を北９ る年日第

度道に

月限海
総す

ま当走定

日に網規

た約庁物

。契合る

で該

支
走
網

道
海

北

だ期舎品

田
太

長
庁

名所のの細

ここ詳

アイ

提

及の入

札札、

入入は

な
し
出

者員る契

イ

る捨税

落でのこ約

業札あ一とに 分 額て事
金者者る部。関 の をた
加

とかにす

か と 。

制う うう

算額で

備第る審

整の す ）

が

開に入

る契要そ号ア

す

札 げ金 書札掲札落

約 。

の

入等 の時決 る額 作

の

長借

予延貸

、を賃

し間

１の

８９

算
交めの格

郵認落北項価

道 な規

便札海

等者財 い定

のよ１

務 もに組 にの 付

６７

夫
敏

明

札す説
除札交

入免入

び執札 在 の 保。書付 る

地は、書

約は明

契行説

達する

調開よ

、公に

称

。

海便話手る。

北郵電

走停

網号号の

道番番続
止 支

等 － 庁－

税事

し）あになを免る

たし事務

たをる相っ申

免す者出業を

金もか当

て税るはる者担

額っ

いす

当落事金、こが当

札。るる

該札業額落と

で入決たと組

金価者を

にとあ札定だき織

額格

、名

１する書後しはの

や落共称

円るかに速、

に 札に

成に定
未のを記

た びる 要い当 及係 のお

て の費

、っ 否他こ消

て

び

規、 告及

には 公税

２

書 め方

す札 定地

定入 に
税

格記 入費

資に る消

る

則 とり月

よ決規

を載 札

す定当 る定 方

。法たり

昭 るめた 入方

予の

和 法札

価価

年定単

道場を

海 海の格）

北 北

道

も 規 網所

第 支交１て

則 走で組っ

庁付月入

る
す

金関所
に
付 証場 交

が

北
市

走
網
道
項海

事北

総

有 － 務
部り
得 総北

る

走線 網内 課道。

務海

二 市

二 北

五

問載か札同及

３
西

条
７

の、わすに者企び

満で

体在

端入ずる消が業所

税同消地

数札、こ費共

参積。等企費

がに見と
課体等

る加もの業税

あ

税

きるた税の免

とすっ
は月業合事

は者１事場
であ者

そ、当者で業

、

に

端費りあっ申

の消た

有さ
金 る
なた す下

しれ 関以

い
に税

のに 件費

者額 条消

入金 反」 た該 違等 し当

入う 、の たい 札額 しと

財札。
は）分 務

。 務るた
号 総す当札

な

下 総の効

以 部。り有

務単
規のに 務）札 財 課価入

） との。 」限る 則制限

西
条

７

内た う囲し い範

税のるて出

目
丁

目
丁
３

免そを

金等契か、書

数

出

を係金税の提

額に約
課の業成す

切る額事構

第無取５ 則、のの 規

り

効扱に
相 とい

で者 。

。
各るす

す 条当

っ落 第あを ）
て札

第低と
最者 条



３４

約海海札入入

契北北入

項帯十行札札

条道道執

示市支場場日

を広勝の

場３総及所時

す東庁所

北 海

２
の平を道当る

入次格あ
と

にい成有が該こ

納札

す行調 入参ず

こ指物

加れ年るう達。

るも海と名品

場すに北

所者該道。競に

道 公 報

ベ達
調納

エオカキクケ

径径ンを入

ハハエ異異

ドドドジジドす

イイン

る期 ララキョョ

物 ンンャイイ

トトッンン品日

第

協１

成札調

の平入アイウ

定

に達リ地地

適
用

ル配配

を年付をー上上

月るるマ管管

受６すす
事物シ

け
る
。日項品ン

号

北

次な 海

のお 道

と、 十
平おこ 勝
成りの 支

十一入 庁

四般札 告

年競に 示

六争係 第

に課平

南部日

所条務び

丁計海よ）成

３会時北

目課道る
市は月

広合８

帯場年

東、
号前

南番午

条便
３郵日

す示入し

に当告争関

３

にア

北要る第札、

必
海なこ
。又すタ

道資と号関フ

支平指サ

勝はるー

十格

をビ

庁成名ー

長

さメ

別北止・

が年停ス

途海

テオプトト等
） ィーの
仕平 プ

様成 ナ

等 ー））

）年
３
入月 ）

）札
及

書
明

説日

等

以以
上上

の
名
称以、、

び、＝＝

及上
数
量＝
以以
上上

、
上

以））

月入る ９

二札調 号

十達

八以は

日下、
入
」４

札年

金と月
い

曜

。マ
う日

丁

時 目
－
十
勝

勝
４十
舎道
庁海
同北
合

支
階

てテ

指道れン

議総
会庁

る第なン

す示いナ

示告

と体

所号この

場９いス

る備

す整

定が

規。制

に

仕
求

要
び

のて

品れ

物さ

。
る
よ
に
書

様

海

イ 北

レ

個個個個個個

庁

） 支

型 勝

ン 十

ガ 道

ン

長

７

山

台本本 尾

日

すで
施ュ

実シ
をケ

）ラ
調
府
政
た
れ
さ
。成
る作

部
室務

達

税相者員る

イ
送計
郵会

額て事当落でのこ

る捨

部。

をた業す札あ一と

金とかに

加金者る者る

で

の者

入る

購い

算額で

９

資
会海開に入

そ議北号ア

げ金

札 のの道掲札落

こ
決会る額 のの札 契議議

７８

はをの入等

時決 約

っ

交交札入約

落財て契要

則 付付の作

規 者札書

務

篤

場方定効の

第 決有成

５６

治

入保以以入

札説 札
入以証入下下札

下 札金

保にを保政財明

」規の

消 参納証令務書

る
す
関
に

加付金

額なを免

場日
札札

開開

たをるをっ申税

し）あ

者出業

金もか入たし事

て税書はる者

額っ免札
落とい

当落事に、こが

価者載札。る

該札業記

だき

額格です決たと

金

るこ後しは

にとある定

共

円るかと速、、

１す

札に

に定
未のを。や落

地す決及係

おに 、要議
てた 方るをびる

い当 他

たの費

、っ 自事得こ消
は 法とと公税

２て 治件

規、 さき告等

に
本定取

定入 昭れはにの

い契め扱

す札 和て

る書

のを入
資に 年る約るい

を載 律で締札
格記 法

方な要
に １札 第 所法法入否 条
限 項

場。 規 海海のる の 北北
でし に

帯十所） 定 道道
付者 り

市支交た よ

広勝
る落 め

３総すを 定

東庁

しすのと則交

証費

条務

に

等 金よる納い」付

税

の。い関

」 うこ付うと

い す。免）うす

と とと

）事

う る除第。る

。 者、

第項 条 ） は納

相 、付の
及か 額 の法７条 当 そ方
北第 含 のはびら を 者等

所時
。

にじじ

送同同

郵にに

問か札同

は
合
場

る
よ。

が業

の、わに者企

満で
数札、費共体

端入ず消

積等企費

がに見税同消
体等

る加もの業税

あ参
きるた税の免

とすっ課

約業合事

は者契事場税
あ者

そ、金者で業

、は
端費のあっ申

の消額で

落す関
有さ 第、結に
しれ

）者。る
なた 号札るす

決件
者額 第を条

い金

のに

た該 第し違 し当 条定に
札額 項場し 入金 １た反

規は入 、の の合た
財 定仮札

南部。札 た

に契は分 務

す 価

丁計と 定

３会者 予
範

の
限

制
。 の
る 格

目課

む 見、

最
で

内
囲

海

。 積地

の っ自ま 財 ） も方条 道

た治で 務
規 契法の

め の
約施定 分則

と に和 額令る ５昭 金行

こ 相

に す北 費和ろ 当年 消昭
海 税

成
平
、

及年よ る

９
月

８
年

二日

二ま

六

るて出

着
必
に

で

数税

か、書
提 の 額に免そを 分 金等
を係税の
事構出 切る

約、の 規

り課に業成す

締効に 第 りを無５ 則 よ
、

相 北結と

道、各るす

海しす 条当

る 額道

も
を

格
価

の
低

。

第 上則 地令。 以規 び政

の第 方
消
入

）

。 税札。号 費号



北

平 海

成 道
企

平 年 業

成 北 局

十 海 告

四 道 示

年 企 第

六 業 ４

北 海

．．

．．．

道 公 報

．．．．．

第

．
． 契日こ入詳

約本の札細

の語入のは

手及札執、

続び及行入

に日びは札

お本契、説

号

す在 関
に

約名所

契
アイ

事称地

る

月 局 号

二 告 道
十 示

八 第

日 企２
号

業一
般

金 競

局争

曜 入
札

＝＝

い国約公明

て通は開書

使貨、すに

用調るよ

す達。る

る手。

言続

語の＝ 及停

び止

通等

貨が
有

当海便話

担北郵電

を
務

組勝
る十号号

す道番番

織支

－ の庁－

名総

－ 称務
及部
び会北

告日 又
は
指

示名
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者

り
得
る
。

市
広

地帯

在課道

所計海
目

丁
３
南
条
３
東

２

な
要
必
に

平格入基格

入次資に資
査

にい成を札づ審

札の

有執く 参ず

の名請

加れ年す行指申

すに北る

のづ

工調契履分こ基
に

約行 概を解工き

事達別

１

る等は分

要す体事、

協

調工

のおの平入

次な定

達
札 と、適成

事 おこ用
６す名 付

りのを年を に

一札け月る

、入受

海
北

第第第第

道 ４５５６

網 ののの中

走 ２１２

土 中中中第

木 ６

現

）平４

格第

資

第第第」

１

の成の

一
を６
部年中

るも海こ日停書

次月第

でをの

者該道とま止等

必す示の受提

に当告。
にて期

要る第間け出

なこ
及北な中

資と号、い間

平道者そ

び海いに

格。
成のの

競指停

延幅特の、別

年争名止

設体

長員定実建解 期場

務間所の工等

役施

仕務に実

＝＝の義事の

様契北付係施

等約海けるが

締道資義

日走のづ 道結網材務 車

翌資ら

札の市再け ）入
説

特道

す
る 般にる
る役網 事

競係。日定道

札達の公

入調項務走

争
は名園
及

以、称線

下

び道

月良

札４量改

入年数路

」
と

業 ４５５を

所 ののの

告 ２１２第

示 」」」５道

第 ををを」

網３ に

号 第第第改走 ６４４め

土

２１２。

のののる

木

ににに

」」」

現

４
改改改

の
正

改を

に」

う１

よ日の
改

に
」
１

。の

る６

す第

を間

海札止期

北入停の

示資け経

告加受が

道参
るて

９者いし

第格て過

号指

二 に名場い

二 規停合る

七

い含

す事おを

定止に者

明日源れ

一処てむ

る務

書か化た

にら等工

道る成関で

歩よ平に事
すあ ）。
３法こ

年るる

月律と
。

日平

監ま成

査で

うマ海岬

い日北美

歩年

走ネ

）ケ網ン

。ラ道ト

施で木）

実ュ土ル

をシ
さ所

る成業事

す作現工

府
政猪

た
れ長

。

業

るるる

めめめ

所 。。。

告
示

業
企

営
公
道
海。

北る
め

、）

般理は。

西
者

理
管

工の札あ

木領入で

土要

廊法

の定加こ

事規参る

第

）律

す樹

関
に茂

達
調俣

）
号 利

昌
川

る



３

者査ア 条

はを 件こ

ア請 の の 特付、申申 条

建般かし請 ５ 入 本定一

の は 事設競らな の 札 工

まれ の 、 の工争ウけ ２

入事入

北 海

イ
特特び構各特つ

特及か

成構定、

定
建建ま員成建出

建定定

比

工設設での員設資

設
事工工の数の工

道 公 報

率建れ現本連

路比こ関

ンおが設と場工が

トな

業同代事あ ネ、

係建

ル共パ法等理にる

工同ー第以人

第

ア

本営以 単

建工ん過 体上 ２

設事で

延 業にい 点 企の去、

業以

応こ の上 の年長 法対る
間

号

。単建

と定

平体設

成企工
十業事
四又共
年は同
六

札共札でば 規時 地 特企

に 自 に同参にな期 定 方
資めな よ 治 参企加定ら

す体格るい平 る 法 加業

件 行 るののと。成 条 施
令 特構審こ
一

定成査ろ年 付

設とよ月 般 昭 建員に６

競 和 工しり

事て、日 争

共参２ 入 年

が

共事事要は出事率

政

比同構

同共共件、資共

す者率企成

企同同を２

業業べ又は業員

業企企

最

の体体ては、体中

体

等代大

要はの満３均の

しで割表で

件、構た者

る

の員てあの者あ

ア成

は はいる
のアと

及、るこ分、こ

上をる設

び２こと

事企セ

計者

を業ン条の工設業

格現業で

元体トに資事

上定を場務な

請と以規

してのす有に等い

とし

受と

て施場るす専のこ

者で託。

施工合監る任

たも技を配者

工しの理

では

た実の術工置又

し

限又にき当

実績に者事

資

績は

で昭すと 要

メ あ 格

建ー る 審平 件和る。

査成

年設ト こ

度以 。 際法業年ル と の

降で お第種以上 に律の
類 けに）、

いつ 、 ） 客つにか 号 る

、 第 観
的て

吹 、

き 審条

月定業

二建体

十設に

八工あ

日

業の
企イ

同は
共て

事っ

金

で件
体要

曜

令 同加の金 札

っす
あを

） で

業るにか あ 第 企す
体者掲ら る
る月 で 。

のでげ７ の 号
入 下

成い資８ 、 以

構な
はとを 札

員こ格日

す） 参 令

、。有月 に 政

かで し と

体るま 加 」

単

と。６の。
業ど よ い

企

の
。以

定

件びで評

要及上の

の

あ
が

べびこ値

す並る数

を

。構

てにと

ての中

しア員

たの成

満

最

、るは専る該

るか高

い

と託

有当も国任こ受

を

と資配。者

す該の家で
で資

こ同す格置と

る共
。業。有き本

と企るを
とく

のるこし

体する若
事

員技人

成任。は

構主

付 査にそ

し者面

と術

法断 項定許工け 事規の

よ材 つるをに熱 にす可

換よ て定けるに い特受

断凍 定設４気る 算建て

対 た者以面結 し業年
上
該方を 定あ当平策 評で

日

企し
体た

単満
、て

てべ
てと
っこ
ある
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台台仕
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借
貸

賃
の

品

いで第るう

等等た
長

延
を

間
期

約

の

予

））、

校校し

学学だ
算



９
落北項契要そ

１格

道札 規月

札約 海の１開

にた の作

財の 定当 者書
の

決成 規に よりの 務時

定単 定の 則お り

北 海

８
成説

予平札交交

アイ入
明

パパ定

ーー時

の

ソソ期年書付付

ナナ
ココご付場方 ルル月交

道 公 報

６７

告

札連の予名

入入一この
時及

札保の契定称

開開

金達に期び 札札証調約

日、約る量

は契よ数 保
免に調 証 場

第

５
号行

番執
話札入入

電入
の札札

場
及場日 －所

号

約便海

契郵北

４
平条番道

成項号教
十育 を 四庁 示 年

す
－石

六狩い

た）否他

昭て め価 方要

２ 予を

和、 法

格て

北規 価っ

年に 定も

道す 入

海定

則資 月
規る １札
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決 る額

札
説
明
書
に
よ
る
。

お本契行

るに日び執 在

て通は、

務い国約は

事

調開

担使貨、公

を称地

る

す北郵電す達す

当用
番言続。

る海便話る手
停

織教号号語の

組道番

の育及
び止 名庁
称石－－通等
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地企海
務幌
課市
中－
央

満で問載か札同

３
北

区

消が業

の、わすに者企

札、こ費共体

端入ずる

企費

がに見と税同消

数
加もの業税

あ参積。等
税の免
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） ２校 式

教

海を 」 号北」

育 を 特道

告
局

道

示 教第

育

号
３
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、
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丁企

３局
西育

係
理
管
校
学
課

件こ

のいで条

イウエア

該る付の

資道当る当あ

調と調こ一入

格が該こ

有う達を達と般札

を行

。

者のと

業員こ

税成る

で一

納札の平

入次

ウエオア

にい成

納契

参ず

第

加れ年 入約入

相 といを係

当 す切るに

る捨税当

るり課相 条す

協１

各。
適成入

おの平アイ

な定

調パ調

、

札 こ用

をソを に のを年達ー達

札け月すナす 付

入受６

価 第の。 ）低る 。
格

北

次 海

の 道

と 教

お 育

り 庁

一 日

般 高

．

争、

す指物証物。競は

にしに入地

る名品明品

自

と争関た関札方

こ競

で、加治

。入し者し参
格施

に迅あ要資法

札、
すなこ仕の行

関速る求

フ。書査

るアと様審令

指

に北

をー記和

名タに昭

者該道 期期場るも海

す

第

日間所必す示

に当告

要る
なこ
。又

平平算延北資と号

範す道は

成成の長海格

内こ河成

年年囲る浦平

９９
月月でと高

るルる す にる

品ン品 る 係。日物コ物

項のュの

調等ピ等 事

る

等

、称タ様

は名ー仕

達

及
び一

札

４量入

年数式

月

北１台説

競 教

争 育

入 局

札 告 道

示 教以 第

育下 １
号 庁入

日札
」 高と

教い

停サ載
件令

さビ要政

止ーの年

て・等第

れス
いメを

し以

いテた。

なン満号

。スい

とンて下

こナ

年

制と」

体こ令

のる政

日平有学北

２２、が等

か成り校海

日

得道 月ら

第

成８。示

）平年る告

月

９ 年
限規

月をに

３日号

明

で当る

まにす

日度定

日海月

ラ教た通及

マ道当普書

シ庁の）要

ケ育り科び

）様

で高価仕

ュ日単求

長よ

さ局に

成育書

作教

う
府
政工。

たる

れ

育。

局）
を 告実

示施
す
る
。 二

三
四

。

備明う

整証い

がをと 該物

て者第

れた）

さし し期賃

だ約の

た契品

。

に
達
調藤

予を借

、間貸

る
す剛

関



価ア

格契要そ 第 北

平 約 海開 １成

書 項 道札 １

十

の 財の 月

四

規の 務時 当作

年

定 規成に た

六 お り

北 海

札交交

入入入落

エアイ
付 証明者 札保説

札 開札
交

決 はの 保金書の 札付

、

道 公 報

行
執

札入入開

入
アイウ

所
場

の札札札

第

契北北

イ
条 申申査道道

約 審海海

書行河育 請項 請を浦教

た浦日 示 の類っ郡庁 を

の

号

るう
者か
審 のはの申 条

申 ２の らを のか査請 ５

にの 則

月

要 よい の

二

り 昭て 単

十

定 和、 価否他

八 ） め日

定 っ 予 北規 も た 年に を
格 財る 入 価 道す て 定 海

金

格

務資 札
１ 規曜

日場方

第有 効 月 則を 有

所法法

除に方

免付 証定

北ア

。る
るす

時金す関

道場

に項海海の

イ事北

。河育で

じ浦教所

同道

場

河高す

浦日付

郡庁交

ア

時
日所時所

び
及場日

平の 北舎

成郵こに ２ 海

送と同 階 道
浦北年に。じ

河海８よ）。

浦教８場 会 郡道月る 号

と河高 す

室
河育日合 議

所栄育

出き町教 場 方提

画

審東企

、丘局

法先は

総

申な郵北査通

請け便海結
教を課

書れ番道果号務

のな育申

類ば号
庁請 提ら

高に

出な－日者

先い

な期 定でし 規時 ま請 の

ば平 るめれ よ定け にに
件
とな成 条

る
こら

月 般
にい６ 一
ろな年 付

競
よ。
り

当

、日 争

日 し な
入 た

以者 に の 。い 札 り 号な

。 ）し る 価 下の 限 単
規札 し 制 務入 ） の 財た

を 範 」財 者 の 則、 た 限

教る

札 内 い規 落 囲 と務

通画
東企

丘局
栄育。

町
総

町庁は

課
号務

栄日木、

東教午成 便
丘高）平 郵
に 通育前
年 よ局

７ 合
画月 場
号企時８ る

道課 、
海務日 は
北総

支ま 番
高） 便
日）水 郵

教通 の。
海企る

示北局す

指育知

河務

り浦総

よ道画。

に
申町

た河

し浦

成郡課

作
か 入

類東

書丘

請栄

る
及月 あ
ウ７ で

のら 札
び

入
掲で 、
にま で
エ日 の

し
を 加
格 参
資 に
る 札
げ

と 最 。第 者 うで則 有

）す 低

２

。

第のる条
調パ

入
ア

札
達ー にをソ

付すナ

．．．

キ
詳
細
は

合に

庁で 号

、

同必

ウエオカ

庁－着

所約本のの

契契日ここ

及札札

にの語入入

約名

を通

関手

提
し
出号

者成出

す切係約業構提

額札で員す

るりる金落

て税の者あのる

額捨課

イ

すど
か と
る う
す よ

を

金

に。札落

号る入

各す

決 げ額
札 掲

るル す
物コ る品ン

事等ピ

項のュ
名ー
称タ
及
び
数
量
１

入
札
説
明
書
に
よ
る
。

に日び執 在 す続び及の

い国約は

事お本契行

る

、公

を称地て通は、

務

す達す

当用調開

担使貨

海便話る手る

す北郵電
語の

組道番番言続。

る
の育及停

織教号号
び止 名庁

とる一こ 加た事

なか部と

額者っをに。 分 算金業

た）でた申免 の し

者し税 金をあ

、る業

額もるには出事

っか相
札とが

当て免当落こ者

札事る決。い

該落税す

だと

額金業金定たる

金

でを速しき

に額者額後

札係
に 入に

定 る等

１と

て こ費
っ び消

た 及る
当

地
入 告び

、 公及
は の税

る費
に め消

書 定方
札 に

記

月
当一
た式
り
の
単台
価
）職

二 業

三 科

五 ）

通等 称日－
－貨が 及高

２有 び教

得

所育－り

在局北

る 地企海
郡
務河線

総浦内

画道。

課
浦

円すあ入や、は

栄
町

河

に札共

未るる札か落、

でをに消者同

満のか書

共業

端、問記費が企

の

ずす等同体

数入わ載税

費

あに、るの企消

が札

と税体税

る参見こ課業

きすも。事の等

と加積
た者合税

はるっ業場免

入税

そは１でで事

、者

さ 札

載
金 す

た 関下
れ に以

等当 件税
に 条費

額 る消

しい額 反と金 違」該 に
たうの

入。

通
東

丘

るっ者

の、月ああ業

号

出

数費たかて申

端消当
等の税そ書

金税り免、

をに契事のを

額
に

、取５

はのの

札）分

と当

効い相

無扱



海海札入入

北北入
アイ

育の札札 浦教行

道道執

浦日所

郡庁場

河

北 海

契
イ

条 格申申申査
約 資審

る

を 有書行 請請項 を請を

るのた示 のの す類っ

道 公 報

こ札

いで条入

イウエア

該る付に

道当る当あ件

調と調こ一参
の が該こ

札 う達を達と般加
入 行

争よ
は 指物証物。競し
、 名品明品

第

札の平資

入次の

エオア
を

にい成格

契納
参ず
すに北す

加れ年有 約入
るも海る

号

イウ

平パ調納

成ー達
十

入 ソを
四ナす

年ルる

六

町教び

河高及場日 コ物

東企
丘局時

栄育日所時
平 通画北舎

成郵 総海２

送 階 号務道

課浦北年に

河海８よ

浦教８場 会 郡道月る 号

か提とす

室
河育日合 議

法先は所

ど出き場 時方
な郵北査

の審

か、

う期
査成請け便海結

審平申
書れ番道果 を

な育申

申年類ば号教を

請６の

庁請 し月提ら
出な－日者 な

高に け日先い

関札と
政 競にしに入う

入し者し参す
令 争関た

札、で、加る
第

に迅あ要資者
の 関速る求格は 条

と様審か ５ すなこ仕の
２

指フ。書査ら の

るア

で 規

をー記ま の

名タに

期場

止ーの定 定

停サ載

示。

に当告と

者該道こ

要る第

間所必す
なこ
格。又

平算延北資と号

す道は

の 成長海

範
内 ９こ似成

囲 年る様平

で 月と高

平 日有学北

、 ２が等年

期 月ン品

二ピ等

十ュの日

八ー仕

日

等平

タ様
文成

書
処入年

金

用説月

理札９

曜

町庁は

一書日

）明２

栄日木、

東教午成 便
丘高）平 郵
に 通育前
年 よ局

７ 合
画月 場
号企時８ る

道課 、
海務日 は
北総

支ま 番
高） 便
日）水 郵

教通 れかの。

７示北局す

ばら指育知

道画。

ら月に海企る

な

よ な
。ま作河務

い日り浦総

申町

た河

し浦

で成郡課

ビ要め に

類東

書丘

請栄

・等と る

れス件る よ

さ
ン満ろ 件

いメをこ 条

て
ナしよ 一

いテたに 付

な
スい、 競

とンてり 般

こ

争

。
制とウ 札

体この 入

のる

校海

整証び あ

がを及 で

ら得道

成 かり

成。示

年 平る告
第 月
年９

規 限
月に を
３号 日

該
でる 当
ます に
日定 度

た品 契
。物

日式及
要）

び月
仕

台求
。
る
）よ
科に
業書
商様

合に

庁で 号
同必

ウエ

庁－着

約名所約本

構提契契日

関手及

員すにの語

成出

を通

のる

提

イ

し
出号

る金落者

入す切係約業

額捨課額札で

札落るり

決 額をて税の者あ

札 金

で掲

さしに の

備明エ る

て者、げ

れた

内札契要そ各す

囲落ア

最とに。

約 で者開号る

のるげ 作

の 低す掲 書札

借

、貸 間
し賃 期
だの 約

予を
札交交

入入入落財

アイ

証明者 札規 保説

札務 札 開開
ウエ

金書の 付付則

に日 在 一こす続び

札札

い国

に。事お本

部とる

、貨

税を称地て通

免務
す北郵電用

業当使

事担

番番る

がる海便話す

者

語

る織教号号言

い組道

との育

及 き名庁

とる 定 等加た事

なか

額者っを 分 に に算金業

るた）でた申 の 当 係し
た

者し っ 消金をあ

、る

て 費額もるには出

は 税っか相
札と

、 等当て免当落こ

事る決。

入 の該落税す

額金業金定た

札 取金札

に いに額者額後だ

書 扱

る の時

記１とでを速し

い札 のお 格入

成に 価。

こ
、 月否他び
て １及 要

当

に
定 の告

規 り公
に たの

をる
資 ）め

る 価定
す 単

はの 保第

格

決

、交
に方１ 免付 証第 定 場方

すの 金す関所法法項 除

に

事北北ア定 。る規 る

所り

道道場よ

項海海の

郡庁交め

河育で定

浦教

こにに

のアイ
所時

場日

び

）。。

。じじ

と同同

は称日－
－通 、及高

２貨 共び教

同所育－

企在局北

業地企海
務河線

消総浦内

体画道

税課郡

費
等浦

あ入や、
事栄

税町

免河

さ未るる札か落

載円す

に消者

れ満のか書に札

端、問記費が

たのでを

等同

額数入わ載税共

金

に、るの企

にが札ずす

体 該る参見こ課業 当あ

も。事の 金と加積と税
合 のはるっ業場 額きす
、者た者

っ札
を も入

そは１でで

い 札す
な 入関

し てに
有

者る
違 た なに し 効件 の 有条

限た 、 にし 札 札反 入 入

高す予

浦日付た
る入 財

格

栄育。価

町教る定

河
東企

丘局
総月

通画１
価

単
の

り

課た

号務当 二
三
六

申通

者東

業丘

出
を

書号

当るっ の
の、月ああ 分

、 に
数費たかて ５
端消

額等の税そ 相
金税り免

規 。札 務

当をに契事の

た無 第 し、 則 ）は

者効

範
の

限
制

の
）

を条と



農農水土建

平 業

成
十 土

四 業木産木築年
六

北 海

１

試事務系林 試
験

一警 験 区

区般察 分

事事 、

分務務業 採
用
予

道 公 報

成
成平

平
年
度年
北６
海月
道
職日

第

．． ．
．．

号

オカキ

ここ詳

のの細

入入は

び執札

及の入

札札、

月 若 約 若 約 若

二 干５干５干十
八 名 名 名 名 名

日

務業

事業現

知的木
門土

部金

に従、

局に所

曜

約 採

務すづ

勤事森

約 用 定約

５ 数予

名 定 及

名 数 び名

職

一支採 務

知般庁警用 内

事行、察は 容

部政教本原 職

局事育部則

、務局にと

教にそ勤し

育従の務て

員
採 道

用
初 人

級
試 事験
を 委次
の 員と
お北 会り海

に

は、書

約は明

契行説
る。

達する

調開よ

、公
が

等
止

停
の

続。
手

日

ン

そなセ

、。り

しるく
用な

れ採ー

ぞ、タ

れお
区則出

験原の

試はど

の
応て関

にし機

分と先

庁事他し、

、すの、警 務

各る出警察

種。先察署

委な機行そ

員お関政の

会、と事他

事採な務の 内

務用るに出

局は。従先

等原事機

に則す関

勤とると 容

行道 公う人

。事

告委
員
会
委
員
長
杉
本

庁な

じ支と

。
る

得
り

有

験
１

試第試

。

専、る

た

作

験次

務し。な

択 試教

してなる

、、お。

１２験 第試第試試
４

、

９事務及
法 次験次験方
び

堅
治

験試 試
３

該い程験 成禁る当な日
試

被以で地者、

年錮ま

後上の方

和だ日地

受昭た○○

２

し本方

事な採

務お用験

次籍務

系、予年、国公

申定資４

けきる
一込数月のを員

施が

成実。合

平てる場

養文 度る験る

年す試あ

） 目験験 式 種試試 一 験

務
般察 験試

一警

試全事
務務

区 区事事

験

内 務 時）

解２１

分分系

容 系は

月 ９着

旬 一 月席時下

）般分 事 時 日

終
了月 務

旬 警

）上 、 分 日

るる第

）事
了察

終

人刑共地

見の者公験試

被せに

は処体

又に団等

人そて

佐れい

保らお験

の懲

治を職

禁行免日 準執戒

後は格２者有法
産終の

事は、日はし第

般
務試欠か、な
験者の

、験員ら受い条

察分状和で各

警区の昭
き号 事の況
に４いい

務変等年なの

１れ

をはよ月。ず

）更

まに

く則変日か

除原り

と法）

かこ方。
申で更

区、試
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